
　

シ
ン
ポ
は
町
永
俊
雄
N
H
K
ア
ナ
ウ

ン
サ
ー
の
総
合
司
会
で
す
す
め
ら
れ
、

冒
頭
、
高
市
早
苗
自
殺
対
策
担
当
大
臣

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
ビ
デ
オ
参
加
で
会
場

に
流
れ
た
。

　

「
６
月
８
日
に
自
殺
総
合
対
策
大
綱

が
閣
議
決
定
さ
れ
、
官
民
の
連
携
が
謳

わ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
民
間
団
体
が

様
々
な
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
て
努
力
さ
れ

て
き
た
が
、
こ
の
よ
う
な
官
民
合
同
を

心
強
く
思
う
。
平
成

28

年
ま
で
に
自
殺

率
を

20

％
以
上
減
少
さ
せ
る
と
い
う

目
標
が
低
す
ぎ
る
と
い
う
意
見
を
多
数

い
た
だ
い
た
が
、
目
標
が
達
成
さ
れ
た

ら
さ
ら
に
高
い
目
標
を
め
ざ
す
と
い
う

政
府
の
姿
勢
を
し
め
し
て
い
る
。
自
殺

対
策
は
こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
ス
タ
ー

ト
で
、『
生
き
や
す
い
社
会
』
の
実
現
が

究
極
の
目
標
で
す
」
。

　

次
い
で
清
水
康
之
実
行
委
員
長
（
ラ

イ
フ
リ
ン
ク
代
表
）
が
、「
自
殺
未
遂

者
や
家
族
も
含
め
る
と
、
こ
の
会
場
と

同
じ
１
日
千
人
が
自
殺
問
題
の
当
事
者

に
な
る
。
皆
さ
ん
も
シ
ン
ポ
を
聞
き
に

来
た
の
で
は
な
く
参
加
し
に
来
た
と
考

え
て
頂
き
た
い
」
と
挨
拶
し
た
。

　

第
１
部
で
は
、
福
岡
の
大
学
３
年
生

桂
城
舞
さ
ん
が
、
涙
で
言
葉
を
と
ぎ
ら

せ
な
が
ら
40
分
余
に
わ
た
っ
て
体
験
を

話
し
た
。
第
２
部
で
は
、
姜
尚
中
（
東
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官
民
合
同
シ
ン
ポ
に

600
人

　

自
殺
を
「
語
る
こ
と
の
で
き
る
死
」
へ
〜
自
殺
対
策
新
時
代　

官
民
合
同
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
〜　

が
、
７
月
１
日
東
京
・
江
東
区

の
東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト
国
際
会
議
場
で
開
か
れ
た
。
ラ
イ
フ
リ
ン
ク
が
呼
び
か
け
て
民
間
の
自
殺
対
策
活
動
団
体
で
つ
く
る

自
死
遺
族
支
援
全
国
キ
ャ
ラ
バ
ン
実
行
委
員
会
（
委
員
長
・
清
水
康
之
ラ
イ
フ
リ
ン
ク
代
表
）
と
内
閣
府
の
共
同
主
催
で
、
今
年

度
中
に
全
都
道
府
県
で
の
開
催
を
め
ざ
す
キ
ャ
ラ
バ
ン
の
キ
ッ
ク
オ
フ
を
兼
ね
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
。
午
後
１
時
の
開
始
前
か

ら
詰
め
か
け
た
参
加
者
は
６
０
０
人
を
超
し
、
第
１
部
＝
自
死
遺
児
の
体
験
談
、
第
２
部
＝
「
自
殺
を 

〝
語
る
こ
と
の
で
き
る

死
〟 
へ
」
、
第
３
部
＝
「
多
重
債
務
者
支
援
と
自
殺
対
策
の
融
合
の
た
め
に
」
の
２
つ
の
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
、
最
後
に

キ
ャ
ラ
バ
ン
の
「
出
発
宣
言
」
を
発
表
し
、
５
時
間
余
の
中
身
の
濃
い
時
間
を
共
有
し
た
。

東京ビッグサイト

大
大
学
院
教
授
・
政
治
学
）
、
山
口
和

浩
（
N
P
O
法
人
自
死
遺
族
支
援
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
R
e
代
表
）
、
清
水
実
行

委
員
長
が
町
永
氏
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ

ー
に
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
。
第

３
部
は
「
多
重
債
務
者
支
援
と
自
殺
対

策
」
に
つ
い
て
実
務
的
な
論
議
を
目
的

に
、
柴
田
雅
人
（
内
閣
府
政
策
統
括
官
）
、

木
村
達
也
（
弁
護
士
・
全
国
ク
レ
ジ
ッ

ト
・
サ
ラ
金
対
策
協
議
会
事
務
局
長
）
、

本
橋
豊
（
秋
田
大
学
医
学
部
長
）
、
山

下
靖
代
（
岐
阜
県
環
境
生
活
政
策
課
）
、

弘
中
照
美
（
多
重
債
務
に
よ
る
自
死
を

な
く
す
会
代
表
）
、
清
水
実
行
委
員
長

（
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
）で
話
し
合
っ
た
。

　

会
場
で
は
ロ
ビ
ー
で
、
ラ
イ
フ
リ
ン

ク
企
画
の
「
遺
族
が
語
る
『
自
死
者
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
』
展
」
、「
若
者
の
リ
ス
ト

カ
ッ
ト
」
の
現
実
を
見
つ
め
る
岡
田
敦

氏
の
写
真
展
、
若
く
し
て
自
死
で
亡
く

な
ら
れ
た
画
家
・
長
内
り
え
さ
ん
の
作

品
展
と
３
つ
の
パ
ネ
ル
展
示
が
行
わ
れ

た
。
シ
ン
ポ
の
開
始
前
か
ら
多
く
の
参

加
者
が
見
入
っ
て
い
た
。

　

全
国
キ
ャ
ラ
バ
ン
は
、
自
殺
対
策
基

本
法
の
柱
で
あ
り
な
が
ら
、
対
応
が
著

し
く
遅
れ
て
い
る
「
自
死
遺
族
支
援
」

を
テ
ー
マ
に
し
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
、

47
都
道
府
県
で
開
催
し
て
回
る
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
。
た
だ
し
主
催
は
あ
く
ま
で
も

各
都
道
府
県
で
結
成
す
る
官
民
合
同
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
で
あ
り
、
実
行

委
員
会
は
そ
れ
を
支
援
す
る
立
場
と
な

る
。
７
月

15

日
に
秋
田
県
が
ト
ッ
プ
バ

ッ
タ
ー
と
し
て
開
催
し
た
。
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シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
内
容
・
キ
ャ
ラ
バ
ン
日
程
な
ど
関
連
記
事　

２
〜

10

面

　

１
０
０
０
人
の 

〝
声
な
き
声
〟 

を
聞
く
実
態
調
査　
　
　
　
　

８
〜
９
面

全国キャラバン

　スタート
自死遺族支援の輪広げよう

自
殺
を 

「
語
る
こ
と
の
で
き
る
死
」
へ 

　（1）　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　ライフリンク通信　第7号

盛況のシンポジウム会場（第3部のステージ）
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３
年
前
に
父
を
自
殺
で
亡
く
し
た
。

２
週
間
前
に
も
近
し
い
友
人
を
自
殺
で

亡
く
し
た
。
３
日
前
に
会
っ
て
い
た
の

に
、
ま
た
同
じ
こ
と
を
繰
り
返
し
て
し

ま
っ
た
。
自
分
は
何
も
で
き
な
か
っ
た

と
い
う
思
い
か
ら
、
こ
こ
に
立
つ
の
を

止
め
よ
う
と
も
思
っ
た
。
で
も
自
殺
す

る
の
は
特
別
な
人
で
は
な
く
、
自
殺
は

他
人
事
で
な
い
の
だ
と
伝
え
た
く
て
、

こ
の
場
に
立
た
せ
て
い
た
だ
い
た
。

　

子
ど
も
の
頃
は
、
み
ん
な
仲
良
く
て

絵
に
描
い
た
よ
う
な
幸
せ
な
家
族
だ
っ

た
。
休
み
の
度
に
、キ
ャ
ン
プ
や
旅
行

に
み
ん
な
で
出
か
け
た
。
父
は
有
限
会

社
を
興
し
２
年
後
に
株
式
会
社
に
す
る

強
く
て
自
慢
の
父
だ
っ
た
。
あ
の
頃
が

一
番
幸
せ
な
と
き
だ
っ
た
。

　

中
学
に
入
学
し
た
頃
、
父
は
仕
事
が

忙
し
く
な
っ
て
家
に
帰
ら
な
く
な
り
、

家
族
の
関
係
が
悪
化
し
た
。
私
は
家
族

が
嫌
い
に
な
っ
て
、
卒
業
す
る
頃
に
は

自
暴
自
棄
に
な
っ
て
い
た
。
そ
ん
な
私

の
変
化
に
気
づ
い
て
く
れ
た
の
は
父
だ

っ
た
。「
舞
、
お
ま
え
シ
ン
ナ
ー
や
り

よ
ろ
」
。「
ご
め
ん
ね
、
舞
も
淋
し
か
っ

た
ん
や
ね
」
と
抱
き
し
め
て
く
れ
た
。

父
は
私
達
を
見
捨
て
た
わ
け
で
は
な
か

っ
た
の
だ
と
、
シ
ン
ナ
ー
を
止
め
る
こ

と
が
で
き
た
。

　

そ
れ
で
も
、
家
族
の
関
係
は
変
わ
ら

な
か
っ
た
。
父
は
仕
事
で
事
務
所
か
ら

帰
ら
ず
、
母
は
病
気
で
入
退
院
を
繰
り

返
し
、
私
も
友
人
の
家
を
泊
ま
り
歩
き
、

家
族
が
バ
ラ
バ
ラ
だ
っ
た
。
高
３
の
と

き
、
父
か
ら
食
事
に
誘
わ
れ
た
が
、
友

達
と
約
束
が
あ
る
と
断
っ
た
ら
「
飯
で

も
食
え
」
と
５
千
円
く
れ
た
。
２
か
月

後
に
も
誘
わ
れ
た
が
、
都
合
が
あ
る
と

断
っ
た
。「
授
業
料
が
足
り
な
い
か
ら

お
金
を
」
と
嘘
を
つ
い
た
ら
、
翌
日
父

か
ら
２
万
円
振
り
込
ま
れ
た
。

　

そ
の
数
日
後
、
授
業
中
に
先
生
か
ら

言
わ
れ
て
家
に
帰
る
と
、
父
が
車
の
中

で
練
炭
自
殺
を
し
た
と
親
戚
か
ら
電
話

で
教
え
ら
れ
た
。
父
が
持
っ
て
い
た
の

は
小
さ
な
ノ
ー
ト
と
２
千
円
だ
け
。
ノ

ー
ト
に
は
「
今
日
も
山
に
行
っ
た
。
で

も
恐
ろ
し
く
て
死
ね
な
い
」
。

　

葬
式
の
時
、
心
筋
梗
塞
で
亡
く
な
っ

た
こ
と
に
し
よ
う
と
い
う
こ
と
に
な
っ

た
。「
父
は
弱
か
っ
た
、
無
責
任
だ
」

と
言
わ
れ
た
く
な
く
、「
私
達
が
殺
し

た…

」
と
言
わ
れ
た
く
な
く
て
、
友
達

に
も
本
当
の
こ
と
は
言
え
な
か
っ
た
。

　

１
か
月
後
、
祖
母
の
と
こ
ろ
に
納
骨

に
行
っ
た
ら
、
事
業
不
振
で
多
額
の
借

金
が
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
っ
た
。
嘘
を

つ
い
て
ま
で
お
金
を
要
求
し
て
し
ま
っ

た
。
な
ん
で
あ
の
時
食
事
に
行
か
な
か

っ
た
ん
だ
ろ
う
。「
大
好
き
だ
よ
」
と

伝
え
て
い
た
ら…

…

毎
日
毎
日
、
自
分

を
責
め
。
責
め
て
も
責
め
て
も
答
え
が

出
な
い
の
に
腹
が
立
っ
て
、（
３
面
へ
）

「自死遺族支援全国キャラバン」出発宣言

　私たち、「自死遺族支援全国キャラバン」実行委員

会は、自殺対策基本法の柱でありながら著しく立ち遅

れている自死遺族支援の充実を図るため、これより全

国すべての都道府県を回るキャラバンに出ます。

　キャラバンを通して、各地で自死遺族支援をテーマ

にしたシンポジウムを開催し、孤立してしまっている

遺族に「つながり」を呼びかけていきます。各都道府

県に少なくともひとつずつ、遺族が安心して悲しむこ

とのできる「分かち合いの場」を立ち上げるべく積極

的に支援も行っていきます。

　自殺対策基本法が目的としているのは、自殺のない

「生き心地の良い社会」の実現です。私たちは、自死

遺族支援の「輪」を確実に広げていくことで、そのた

めの一歩を踏み出していく決意です。

　いまも大勢の遺族が、孤立したまま、辛い日々をひ

とり送っています。全国の至る所で、「つながり」を

必要としている人がいます。

　「つながり」によって育まれる「人間の回復力」を

信じて。私たちはいま、官民の枠を超え、組織や専門

分野の壁を乗り越えて、「自死遺族支援全国キャラバ

ン」に乗り出していくのです。

　この日、この場所でのみなさんとの出会いが、「キ

ャラバン」を推進していく原動力となりますように。

　いま、ここに、「自死遺族支援全国キャラバン」の

出発を宣言いたします。

2007年7月1日

　　　「自死遺族支援全国キャラバン」実行委員会

　　　　　は7月15日に終了全国キャラバンの日程（決定分のみ）

第
１
部　

自
死
遺
児
の
体
験
談　

桂
城　

舞
（
大
学
３
年
）

京都府
【開催日時】8月11日（土）

　　開場13：00　開始13：30　終了17：00

【会場】立命館大学朱雀キャンパスホール　　

　　　　（京都市中京区西ノ京朱雀町1番地）

【テーマ】自殺予防と自死遺族支援のための府民・市民公開

　　　　  シンポジウム 〜自死遺族の声に耳を傾ける〜

【内容】基調講演

　　　  シンポジウム

【共催】京都府、京都市、

　　　　「こころのカフェきょうと」自死遺族サポートチーム

【後援】内閣府、京都府及び京都市教育委員会、京都いのちの

電話、京都府司法書士会、自殺対策支援センターライフリンク

【参　加】入場無料。定員450名（先着順）

　　　　　駐車場・駐輪場はありませんので、公共交通機関

　　　　　を利用（JR二条駅、地下鉄二条駅で下車すぐ）

【問合わせ先】京都府福祉総括室（電話： 075-414-4606）　

京都市心の健康増進センター（電話： 075-314-0355）

こころのカフェきょうと（電話： 090-8536-1729）18時〜21時

秋田県

出発宣言を読み上げるキャラバン参加団体代表ら

父の死と自分を一生懸命語る舞さん
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長崎県
【開催日時】8月18日（土）

　　開場12：30　開始13：00　終了16：20

【会場】長崎ブリックホール　国際会議場

　　　　（長崎市茂里町2-38）

【テーマ】自殺対策シンポジウム in 長崎

　　　　〜自殺から目をそらさないで！命をまもるために〜

【内容】基調講演、自死遺族からのメッセージ、シンポジウム、

  各種無料相談会（心の悩み、ご遺族向け相談、消費生活など）

【主催者】長崎県【共催】長崎市、自死遺族支援ネットワークRe、長崎いのちの電話、県民ボランティア活動支援センター

【申込み】どなたでも参加していただけます。定員500名

　　　　  無料相談会は午 前10時から16時まで行います

　　　　  申込みは電話またはFAX（番号右欄）で

【問合わせ先】長崎こども・女性・障害者支援センター精神保

　　　　　　  健福祉課　

　　　　　　　電話： 095-846-5115　FAX:095-846-8920　　　

新潟県
【開催日時】8月19日（日）

　　開場12：30　開始13：00　終了15：30

【会場】新潟県生涯学習推進センター

　　　　　　（新潟市中央区女池南3-1-2）

【テーマ】悲しみを分かちあい、支えあう地域づくりをめざし

　　　　  て

【内容】自死遺族を含めたシンポジウム形式での意見交換

　　　  自死に関するDVD上映

【主催者】新潟県精神保健福祉センター　 【共催】新潟いのちの電話

【参　加】自死遺族、自死遺族支援に関心のある方が対象。

　　　　  当日は、シンポジウム終了後（15：30〜16：30）、

　　　　  支援に関する情報提供や相談の場を設けます。

【問合わせ先】新潟県精神保健福祉センター

　　　　　　　（電  話： 025-280-0111　

　　　　　　　メール：ngt043040@pref.niigata.lg.jp）

佐賀県
【開催日時】8月25日（土）

　　開場13：00　開始13：30　終演16：30

【会場】メートプラザ佐賀

　　　　（佐賀市兵庫町大字藤木1006-1）

【テーマ】自殺を「語ることのできる死」へ

　　　　〜自死遺族支援　今、私たちがつながりあう〜

【内容】講演「自殺総合対策について」、遺族メッセージ「生

きやすさを求めて」、パネルディスカッション「自死遺族支援

　〜自殺を『語ることのできる死』へ〜」

【共　催】佐賀県、佐賀ビックフット 【後援】内閣府、佐賀県自殺対策協議会、佐賀いのちの電話

【申込み】どなたでも参加できますが、定員400名で締切

佐賀県健康増進課内『自死遺族支援全国キャラバン佐賀　実

行委員会係』宛、電話、FAX、又はメールで申込み（番号右欄）

【問合わせ先】佐賀県健康福祉本部健康増進課

　　　　　　　電話：0952-25-7075　　FAX：0952-25-7268

　　　　　　　メール：kenkouzoushin@pref.saga.lg.jp

語
る
こ
と
で
自
分
も

正
面
か
ら
向
き
合
う

　

山
口
氏
は
自
分
の
体
験
か
ら
主
と

し
て
「
語
る
」
に
関
し
て
発
言
し
た
。

　

「
聞
い
て
く
れ
る
人
が
い
る
か
ら

語
れ
る
。
語
る
た
め
に
は
自
殺
だ
け

に
焦
点
を
当
て
る
の
で
は
な
く
、
故

人
が
ど
う
生
き
て
き
た
か
の
プ
ロ
セ

ス
を
考
え
る
事
に
な
り
、
自
分
も
正

面
か
ら
向
き
合
う
こ
と
に
な
る
」
。

　

「
つ
ど
い
で
『
受
け
入
れ
て
く
れ

た
』
と
い
う
実
感
が
あ
っ
た
。
解
っ
て

く
れ
る
人
が
い
る
と
い
う
こ
と
を
知

っ
て
語
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
」
。

　

「
今
も
『
自
分
が
殺
し
た
の
で
は
な

い
か
』
と
思
っ
て
い
る
。
気
付
か
な
か

っ
た
、
あ
る
い
は
気
付
か
な
い
振
り

を
し
た
。
し
か
し
、
遺
族
と
い
う
ア
イ

デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
で
四
六
時
中
生
き

て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
そ
の
ア
イ

デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
が
出
て
き
た
と
き

に
、『
一
人
じ
ゃ
な
い…

…

』
が
あ
れ

ば
い
い
」
。

　

清
水
氏
は
「
遺
児
た
ち
が
、
聞
い
て

も
ら
え
た
、
受
け
入
れ
て
も
ら
え
た

と
感
じ
た
と
き
の
『
つ
な
が
り
力
』
は

す
ご
い
。
そ
う
感
じ
た
子
た
ち
は
、
今

度
は
自
分
が
人
を
支
え
る
仕
事
に
就

こ
う
と
考
え
も
す
る
」
と
述
べ
た
。

社
会
の
制
度
と
ケ
ア
、

個
人
が
ご
ち
ゃ
ま
ぜ

　

「
自
殺
と
社
会
」
に
つ
い
て
、
清
水

氏
が
問
題
点
を
提
起
し
、
姜
氏
が
鋭

く
分
析
す
る
場
面
が
多
か
っ
た
。

　

清
水　

「
『
強
く
あ
ら
ね
ば
な
ら
な

い
』
と
い
う
価
値
観
の
下
で
、
弱
音
を

吐
け
ず
に
自
殺
へ
と
追
い
詰
め
ら
れ

る
人
が
多
い
。
そ
う
し
た
人
た
ち
と

自
分
の
立
場
が
い
つ
逆
転
す
る
か
分

か
ら
な
い
環
境
の
中
に
生
き
て
い
る

こ
と
を
自
覚
し
て
、
自
殺
問
題
を
自

分
の
問
題
と
し
て
グ
ッ
と
引
き
寄
せ

て
考
え
る
必
要
が
あ
る
」
。

　

姜　

「
全
世
界
的
な
競
争
原
理
の

流
れ
の
中
で
、
従
来
の
共
同
体
主
義

が
崩
れ
『
あ
な
た
の
不
幸
は
私
の
幸

福
』
と
い
う
よ
う
な
メ
ン
タ
リ
テ
ィ

が
社
会
に
広
が
っ
た
の
で
は
」
。

　

「
１
年
間
で
３
万
人
と
い
う
こ
と

は
三
重
県
津
市
（
人
口

30

万
）
が

10

年
で
無
く
な
る
。
他
人
事
で
は
な
い

こ
の
事
態
を
理
解
す
る
想
像
力
が
無

い
、
も
し
く
は
枯
渇
し
て
い
る
」
。

　

「
自
殺
の
問
題
を
考
え
る
と
き
に

は
、
物
質
的
、
制
度
的
な
問
題
と
し
て

攻
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
部
分
と
、

心
の
問
題
と
し
て
ケ
ア
し
て
行
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
部
分
と
ま
ず
分
け

て
、
そ
れ
ぞ
れ
を
キ
チ
ッ
と
や
っ
て
、

そ
の
上
で
そ
れ
で
も
最
後
に
そ
の
人

が
個
人
と
し
て
引
き
受
け
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
問
題
が
残
る
の
だ

と
、
そ
う
整
理
す
べ
き
だ
と
思
う
。
い

ま
は
そ
の
辺
を
キ
チ
ッ
と
整
理
し
制

度
的
に
対
応
せ
ず
に
ご
ち
ゃ
混
ぜ
に

な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
気
が
す
る
。

介
護
の
問
題
で
も
そ
う
な
の
だ
が
」
。

　
　
　

(

４
面
へ
続
く
）

　
　
　
　
　

自
殺
を
〝
語
る
こ
と
の
で
き
る
死
〟
へ

父
の
携
帯
に
電
話
を
し
、
繋
が
ら
な

い
の
に
ま
た
腹
が
立
っ
て
、
父
が
生

き
て
行
け
な
か
っ
た
社
会
を
自
分
が

ど
う
し
て
生
き
て
い
け
る
の
か
、
毎

日
、
死
に
た
い
と
思
う
よ
う
に
な
り

睡
眠
薬
を
飲
ん
だ
。
と
に
か
く
逃
げ

た
く
て
、
答
え
が
欲
し
く
て─

─

、
心

の
バ
ラ
ン
ス
が
と
れ
な
く
な
っ
て
い

た
の
だ
と
思
う
。

　

今
こ
こ
に
い
ら
れ
る
の
は
、
あ
し

な
が
育
英
会
の
「
つ
ど
い
」
が
あ
っ
た

か
ら
。
同
じ
思
い
を
し
た
仲
間
が
い

て
、「
本
当
は
辛
か
っ
た
」
と
う
ち
明

け
る
こ
と
が
出
来
た
か
ら
。
父
と
一

緒
に
写
っ
て
い
る
写
真
を
持
ち
歩
い

て
い
る
。
本
当
は
死
ん
で
教
え
て
く

れ
る
よ
り
、
生
き
て
も
っ
と
も
っ
と

教
え
て
ほ
し
か
っ
た
け
ど
、
父
が
残

し
て
く
れ
た
使
命
を
胸
に
一
生
懸
命

生
き
て
い
き
た
い
と
思
う
。

（
桂
城
舞
さ
ん
の
手
記

10

面
に
）

左から町永、姜、山口、清水の各氏

第
２
部　

パ
ネ
ル

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
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（
３
面
か
ら
続
く
）

　

姜　

「
日
本
の
社
会
は
幼
稚
園
か

ら
有
名
大
学
ま
で
１
年
で
も
逸
脱
し

て
い
る
と
『
純
粋
エ
リ
ー
ト
』
に
入

ら
な
い
。
し
か
し
勝
ち
組
は
成
功
を

収
め
る
の
も
、
失
う
の
も
短
期
間
。

一
度
負
け
組
に
な
っ
た
と
き
に
再
び

チ
ャ
レ
ン
ジ
出
来
る
よ
う
な
制
度
的

な
保
障
が
な
い
」
。

　

清
水　

「
自
殺
に
追
い
詰
め
ら
れ

る
人
た
ち
は
、
本
人
だ
け
で
は
解

決
で
き
な
い
複
雑
な
問
題
を
抱
え
込

み
、
そ
の
閉
塞
し
た
状
態
に
耐
え
き

れ
ず
『
も
う
死
に
た
い
』
と
い
う
気

持
ち
に
な
っ
て
い
る
。
世
の
中
に
は

『
死
に
た
い
』
と
声
を
あ
げ
る
人
も

多
い
が
、
そ
の
声
を
聞
い
て
し
ま
う

と
背
負
っ
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か

と
い
う
怖
さ
が
あ
り
、
周
り
は
聞
く

耳
を
持
と
う
と
し
な
い
悪
循
環
が
あ

る
。
」

　

姜　

「
個
人
は
精
一
杯
生
き
て
い

る
が
、
横
に
い
る
人
が
見
え
な
く
な

っ
て
い
る
。
人
の
心
の
中
を
忖
度
す

る
に
は
限
界
が
あ
る
。
制
度
的
な
あ

や
ふ
や
さ
か
ら
く
る
問
題
を
、
そ
れ

ぞ
れ
個
々
人
が
し
ん
ど
さ
の
中
に
受

け
入
れ
て
い
る
。
本
来
は
、
社
会
の

コ
ン
セ
ン
サ
ス
に
よ
っ
て
支
え
て
行

か
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
そ
の
た
め
に

税
金
が
あ
る
の
だ
が…

…

。
社
会
シ

ス
テ
ム
と
い
う
意
味
で
は
、
企
業
の

利
益
還
元
と
し
て
の
貢
献
も
あ
っ
て

然
る
べ
き
」
。

生
き
心
地
の
良
い
社

会
へ
皆
が
当
事
者
に

　
　

最
後
に
『
生
き
心
地
の
良
い
社

会
』
の
実
現
に
つ
い
て
、
清
水
「
自

殺
の
な
い
社
会
は
誰
に
と
っ
て
も

『
生
き
心
地
の
良
い
社
会
』
で
あ
る

は
ず
。
そ
の
実
現
の
た
め
に
で
き
る

こ
と
は
、
み
ん
な
に
あ
る
」
。

　

山
口　

「
『
語
る
』
こ
と
、
そ
の
語

り
を
聞
く
こ
と
は
当
事
者
に
も
支
援

者
に
も
『
チ
カ
ラ
』
に
な
る
。
自
殺

だ
け
で
な
く
、
生
き
死
に
つ
い
て
、

も
っ
と
語
れ
る
社
会
に
し
た
い
。
」

　

姜　

「
清
水
君
や
山
口
君
を
見
て

い
る
と
、
日
本
も
捨
て
た
も
の
で
は

な
い
と
思
う
。
自
分
が
当
事
者
性
を

突
き
抜
け
て
社
会
を
ど
う
し
よ
う
か

と
向
き
始
め
た
人
が
出
て
き
た
。
個

人
は
自
分
が
出
来
る
範
囲
で
、
行
政

は
行
政
、
医
学
や
法
律
家
は
そ
れ
な

り
に
役
割
を
果
た
す
必
要
が
あ
る
。

社
会
を
再
生
す
る
大
き
な
も
の
と
し

て
自
殺
対
策
を
見
て
い
る
」
。

　

司
会
の
町
永
氏
が　

「
『
生
き
心
地

の
良
い
社
会
』
な
ら
誰
も
が
『
そ
う

だ
！
』
と
な
る
。
自
分
が
自
分
ら
し

く
生
き
ら
れ
る
社
会
な
ら
、
誰
も
が

当
事
者
だ
」
と
締
め
く
く
っ
た
。　

神奈川県
【開催日時】9月1日（土）

　　開場12：15　開始13：00　終了16：00

【会場】はまぎんホール　ヴィアマーレ　

【テーマ】かながわ自殺対策シンポジウム 【内容】�講演　俳優・竹脇無我氏

　　　�シンポジウム「自殺問題……今私たちにできること」

【主催者】神奈川県、横浜市、川崎市

【参　加】定員500名受付（定員を超えた場合は抽選）　参加費無料

【申込み】8月1日（水）〜27日（月）　神奈川県精神保健福祉センター相談課へ電話あるいはFAXで

　　　　　　　　（電話： 045-821-8822　FAX： 045-821-1711）　＊住所、氏名、電話番号を明記のこと　　　　

宮崎県
【開催日時】9月8日（土）

　　開場12：30　開始13：00　終了17：00

【会場】宮崎県立芸術劇場

　　　　　　　　（宮崎市船塚3-210）

【テーマ】「自死遺族の声に耳を傾けよう」

　　　　　　〜そこから見えてくる自殺対策〜

【内容】�自死遺族の体験談

　　　  �パネルディスカッション「弱音を吐けない男たち」

【主催者】宮崎県 【問合わせ先】宮崎県障害福祉課　（電話：0985-32-4471）

宮 城 県
【開催日時】9月20日（木）

　　　開始13：00　終了16：45

【会場】宮城県民会館大ホール

【テーマ】みやぎ自殺対策　2007　─つながりを信じて─ 【内容】�遺族の声　�講演：「大切な人を喪った悲しみを癒

すために」  �シンポジウム「今、私たちは何をすべきか」

【主催者】宮城県、宮城の自殺対策を考える実行委員会

【参　加】】参加無料 【問合わせ先】県 精神保健福祉センター（電話0229-23-1657）

東京都
【開催日時】9月22日（土）

　　開場12：00　開始12：30　終了16：30

【会場】福生市民会館小ホール

【テーマ】自死遺族支援　私たちにもできること 【内容】自死遺族の方の体験談、パネルディスカッション

【主催者】東京都西多摩保健所

【参　加】どなたでも参加できます。

　　　　また、自死に関する無料相談も受付ます

【問合わせ先】東京都西多摩保健所

　　　　　　　　　（電話0428-22-6141　FAX0428-23-3987）

第
３
部　

パ
ネ
ル

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

多
重
債
務
者
支
援
と
自
殺
対
策
の
融
合
の
た
め
に

　

第
３
部
は
「
多
重
債
務
者
支
援
と

自
殺
対
策
の
融
合
」
に
向
け
て
、「
実

務
的
な
論
議
を
目
的
と
し
た
」（
コ

ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
清
水
氏
）
パ
ネ
ル

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
。

　

ま
ず
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
で
実
際
に

ど
う
い
う
対
策
に
取
り
組
ん
で
い
る

か
を
説
明
し
た
。

自
治
体
ト
ッ
プ
へ
の

働
き
か
け
を
強
め
る

　

柴
田
氏
は
「
自
殺
対
策
基
本
法
の

ミ
ソ
は
、
自
殺
を
社
会
問
題
と
し
て

対
処
す
る
と
謳
っ
た
こ
と
に
あ
る
。

６
月
８
日
に
閣
議
決
定
し
た
『
自
殺

総
合
対
策
大
綱
』
で
も
そ
の
基
本
認

識
に
基
づ
い
て
い
る
。
政
府
と
し
て

は
都
道
府
県
担
当
者
会
議
等
を
通
じ

て
自
治
体
ト
ッ
プ
へ
の
働
き
か
け
を

強
め
る
。
世
界
自
殺
予
防
デ
ー
の
９

月

10

日
か
ら
１
週
間
を
『
自
殺
予
防

週
間
』
と
す
る
」
と
説
明
し
た
。

　

木
村
氏
は
「
現
在
の
消
費
者
金
融

利
用
者
は
最
低
１
４
０
０
万
人
で
東

京
都
の
人
口
よ
り
多
い
。
そ
の
う
ち

多
重
債
務
者
は
２
６
７
万
人
で
、
大

阪
市
の
人
口
に
等
し
い
現
状
は
、『
借

金
は
個
人
の
問
題
』
と
放
置
さ
れ
て

き
た
の
が
原
因
で
あ
り
、
背
景
に
貧

困
の
問
題
が
あ
る
。
今
日
の
貧
困
は

多
重
債
務
に
顕
れ
る
」
と
指
摘
し
た
。

　

そ
し
て
、
政
府
の
『
多
重
債
務
問

題
改
善
プ
ロ
グ
ラ
ム
』
に
つ
い
て
、

「

06

年
に
貸
金
業
法
が
改
正
さ
れ
た

が
、
施
行
は
２
年
半
後
で
あ
り
、『
顔

の
見
え
る
融
資
』
や
『
セ
ー
フ
テ
ィ

ネ
ッ
ト
貸
し
付
け
』
も
ま
だ
不
十

分
。
貸
金
業
法
の
規
制
強
化
で
、
業

者
が
ヤ
ミ
金
に
走
る
恐
れ
が
あ
る
の

で
、
ヤ
ミ
金
の
取
締
強
化
が
欠
か
せ

な
い
」
な
ど
、
民
間
実
務
側
か
ら
問

題
点
を
指
摘
し
た
。（
５
面
へ
続
く
）
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本
橋
氏
は
「
秋
田
で
は
各
自
治
体
で

必
ず
協
議
会
作
り
か
ら
始
め
、
顔
の
見

え
る
連
携
体
制
を
ま
ず
築
く
こ
と
を
重

視
し
て
い
る
。
７
月
に
は
多
重
債
務
者

支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
で
き
た
。
ま
た

市
町
村
長
を
対
象
に
し
た
ト
ッ
プ
セ
ミ

ナ
ー
を
開
い
た
」
な
ど
と
報
告
し
た
。

た
だ
「
心
の
健
康
づ
く
り
運
動
と
い
う

こ
と
で
、
自
殺
や
精
神
疾
患
に
対
す

る
偏
見
を
な
く
す
啓
発
な
ど
は
進
ん
だ

が
、
経
済
面
、
制
度
面
で
は
こ
れ
か
ら

も
っ
と
や
ら
ね
ば
」
と
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
で
み
つ
け
た
課
題
を
話
し
た
。

　

岐
阜
県
で
多
重
債
務
問
題
に
取
り
組

ん
で
い
る
山
下
氏
は
、「
債
務
整
理
の

道
は
４
つ
あ
り
、
相
談
に
来
て
く
れ
れ

ば
解
決
は
難
し
く
な
い
の
だ
が
、
恥
と

思
っ
て
い
る
よ
う
で
肝
心
の
相
談
に
来

な
い
」
と
、
担
当
者
の
悩
み
を
率
直
に

話
し
た
。
ま
た
、
県
庁
内
で
今
年
１
月

に
、
12

課
１
署
を
ま
と
め
て
岐
阜
県
多

重
債
務
問
題
対
策
会
議
を
発
足
さ
せ
た

が
、「
心
の
ケ
ア
関
係
者
が
抜
け
て
い

た
。
帰
っ
た
ら
早
速
声
を
掛
け
る
」
と
、

こ
こ
で
も
議
論
の
中
か
ら
課
題
が
見
つ

か
っ
た
。

　

弘
中
氏
は
「
か
つ
て
債
務
問
題
で

追
い
詰
め
ら
れ
、
市
役
所
の
無
料
法
律

相
談
に
行
っ
た
が
『
夫
婦
で

30

万
円
ず

つ
用
意
で
き
る
な
ら
弁
護
士
を
紹
介
す

る
』
と
言
わ
れ
、
何
の
解
決
に
も
な
ら

な
か
っ
た
」
と
報
告
。「
や
は
り
当
事

者
の
心
に
寄
り
添
っ
た
親
身
の
相
談
が

で
き
る
か
が
ポ
イ
ン
ト
で
は
な
い
か
」

と
話
し
た
。
今
年
３
月
に
『
多
重
債
務

に
よ
る
自
死
を
な
く
す
会
』
を
立
ち
上

げ
た
が
、
そ
の
夜
か
ら
電
話
が
鳴
り
や

ま
な
か
っ
た
。
９
割
以
上
が
多
重
債
務

の
相
談
で
、
役
所
の
無
料
相
談
に
行
っ

て
も
「
お
金
が
必
要
」
と
い
わ
れ
た
と

い
う
話
も
少
な
く
な
い
と
、
相
談
窓
口

の
現
状
を
指
摘
し
た
。

国
の
施
策
作
り
に
は

当
事
者
の
声
反
映
を

　

清
水
氏
が
「
こ
れ
ま
で
は
行
政
な
ど

施
策
側
の
理
屈
で
対
策
を
現
場
に
押
し

つ
け
て
き
た
の
で
は
な
い
か
。
そ
の
結

果
、
現
場
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
ず
当
事
者

本
位
の
対
策
に
な
ら
な
か
っ
た
の
で

は
」
と
問
題
点
を
提
起
し
た
の
に
対
し
、

木
村
氏
が
、「
そ
の
通
り
。
今
回
の
金

融
庁
の
多
重
債
務
問
題
改
善
プ
ロ
グ
ラ

ム
も
、
被
害
者
の
会
と
い
う
当
事
者
の

活
動
が
あ
っ
た
か
ら
実
現
し
た
。
行
政

や
第
三
者
機
関
は
他
の
業
務
も
あ
っ
て

片
手
間
に
な
る
面
が
あ
る
」
と
述
べ
た
。

　

清
水
氏
は
「
自
殺
対
策
で
も
が
ん
対

策
で
も
、
現
場
か
ら
強
く
働
き
か
け
な

け
れ
ば
当
事
者
の
声
が
施
策
に
反
映
さ

れ
な
い
。
国
と
し
て
、
当
事
者
の
声
を

吸
い
上
げ
ら
れ
る
仕
組
み
を
作
る
べ
き

だ
」
と
締
め
く
く
っ
た
。

　

第
３
部
の
議
論
の
中
で
、
内
閣
府
の

柴
田
氏
が
、
大
綱
の
基
本
姿
勢
は
「
相

手
は
１
人
。
１
人
に
対
し
て
皆
が
総
合

的
に
、
当
事
者
の
視
点
を
も
っ
て
対
処

す
る
」
と
発
言
し
た
の
が
、
こ
れ
ま
で

と
か
く
該
当
者
の
総
数
で
捉
え
て
論
じ

る
場
面
が
多
い
行
政
の
姿
勢
と
し
て
は

新
鮮
だ
っ
た
。
ま
た
、
岐
阜
県
の
山
下

氏
の
「
一
人
の
公
務
員
と
し
て
言
え
る

の
は
、
公
務
員
に
な
っ
た
初
心
、
地
域

の
人
の
役
に
立
ち
た
い
と
い
う
心
を
大

切
に
す
る
こ
と
だ
と
思
う
」
と
い
う
発

言
も
示
唆
に
富
ん
で
い
た
。

和歌山県
【開催日時】9月24日（月）

　　開場13：00　開始13：30　終了17：00

【会場】和歌山県立医科大学講堂

　　　　（和歌山市紀三井寺811番地1）

【テーマ】自死遺族支援　私たちにもできること 【内容】自死遺族の方の体験談、パネルディスカッション

【主催者】和歌山県

【参　加】どなたでも参加いただけます　（定員：400名） 【問合わせ先】和歌山県障害福祉課　（電話073-441-2641）

福島県
【開催日時】9月29日（土）

　　開場12：30　開始13：30　終了17：00

【会場】福島市子供の夢を育む施設

　　「こむこむ館」わいわいホール（福島市）

【テーマ】遺された子どもの心の声から

　　　　　　　〜わたしたちにできること〜

【内容】�講演「自死遺児との出逢いから」　 �シンポジウム

「今、自死遺児を支えるために……」（ご遺族が手記で参加）

【主催者】福島自死遺族ケアを考える会 れんげの会

【共催者】福島県

【後援】内閣府、福島県教育委員会、福島市、福島市教育委員

　　　  会　ほか

【参　加】入場無料（ただし資料代として500円程度）

どなたでも参加いただけます。＊特に子供たちに関わる機会

の多い方（教員、育成会、父母会、福祉関係の方）ご参加を

【問合わせ先】福島自死遺児支援シンポジウム事務局

　メール：caravan@kokorosasae.jp　FAX：024-563-5996

青 森県
【開催日時】10月6日（土）

　　開場9：30　開始10：00　終了16：00

【会場】アピオあおもり

【テーマ】自死遺族支援　私たちにもできること 【内容】講演と活動・研究報告、シンポジウム

【主催者】青森県

【参　加】どなたでも参加していただけます。

　　また、当日、自死遺族の「心の悩み相談」も受付けます

【問合わせ先】県精神保健福祉センター（電話：017-787-3951）

滋賀県
【開催日時】10月8日（月）

　　開場13：00　開会13：30　終了16：30

【会場】滋賀県立長浜文化芸術会館

【テーマ】いのちの尊さを考えるシンポジウム

　　　　　〜地域ぐるみで自殺を予防するために〜

【内容】講演「自殺の社会的要因をさぐる」

　　　  シンポジウム「地域の自殺対策と遺族ケアを考える」

【主催者】滋賀県立精神保健福祉センター 【問合わせ先】県精神保健福祉センター（電話077-567-5010）

兵庫県
【開催日時】10月14日（日）

　　開場12：30　開始13：00　終了16：20

【会場】兵庫県こころのケアセンター

【テーマ】自死を減らそう・自死遺族を支えよう！！（仮） 【内容】基調講演とパネルディスカッション

【主催者】兵庫県

【参　加】どなたでも参加していただけます。

　また、終了後に自死遺族の「心の悩み相談」も受付けます

【問合わせ先】県精神保健福祉センター（電話：078-252-4980）

左から弘中、山下、

木村、本橋、柴田の

各氏
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遺

族

語

る

◆「死」に追い詰められた状況と経緯
1969年入社　初めてエンジニアとして就職した会社は小さいながらも、家族同士の交流もあった。
1987年10月　会社が倒産し転職。転職後は単身赴任（11年間）となり、毎日安否確認の電話をした。
1994年12月27日～29日、1995年8月30日と2度失踪。帰宅時に、なぜ失踪したのか理由を知りたく
て夫のかばんを調べると、妻、母親、社長に宛てた3通の遺書が準備してあり、「仕事ができません。（
社長には）気を遣って頂いているのにできません。」と書かれていた。最初は「ノイローゼや」と言っ
ていたが、心配になり夫を連れて心療内科を受診するも病名は教えてもらえなかった。睡眠剤や抗うつ
剤の処方を受けていたようであったが、｢自分はこんな病気ではない｣と、薬も3ヶ月間で中断し、3
ヶ月間の休職後職場復帰した。復帰後、社長は兼任していた営業の仕事をはずしてくれた。

2003年 後継者も体調不良で辞職して仕事量は急速に増え、土日も帰宅できない過労状態となる。腰痛が
出て毎週整形外科を受診していた。責任に押しつぶされそうになりながら家族には平静を装っていた。

2004年2月1日　最後の出勤日、私が『仕事の具合はどう？』と聞くと「限りなくある」と答えた。
2004年2月4日9時34分　夫からの電話に息子が「お父さんがおかしい」というため、私がかけなおす
も、夫は「大丈夫」と答えたのを最後に行方不明となる。

2004年2月11日9時34分　新婚当時住んでいた奈良県大和郡山市で、電車に飛び込む。23時30分、奈
良警察署から電話があり、夫が亡くなったことを知らされる。

◆お名前　玉 橋 亮 治（タマハシ リョウジ）享年27歳
略　歴
1979年 7 月　新潟県生まれ
1998年 3 月　三条東高校卒業
2002年 3 月　帝京大学卒業
2002年 4 月　就職 
2002年 7 月　頚椎ヘルニアで退職
2004年10月  ××株式会社ホームセンター○○店勤務
2004年12月　職場のパワハラ行為に悩み退職
2005年 8 月3日
強力な除草薬を飲み、搬送先の病院で亡くなる

◆人柄　一才上の姉と仲良く遊ぶ姉弟で、なにかと機転も利き、祖父の葬儀の際も頼りになった。モ
ノマネも抜群に上手く、楽しく愉快で、堅物ではないが真面目で、頑ななところはあった。中学では
卓球部、高校では山岳部、ともに三年間やり通した。ケガした小鳥を隣町の動物病院に自転車で診て
もらいに行ったこともあるほど優しい性格だった。

◆「死」に追い詰められた状況と経緯
2004年10月4日　勤務先で入社早々から主任の新入社員いじめ、パワハラ行為を繰り返される。
・入社早々の頃、出勤時間より2時間早く出社するも「来るならもっと早く来い」と怒鳴られる。
・入社２週間程の頃、部門異動、又は、退職を申出ると、主任に「根性ネェナー」と言われる。店

長にも慰留され、恩に報わねばと仕事を続けることにした。
・パワハラへのストレスを強く感じ、心療内科を受診する。
・400ﾘｯﾄﾙの石油ホームタンクを一人では運べないので、二人で持って運んでいたら、下ろす時に

タンクを突き放される。右脚スネに角材でぶつけた様な凹み傷が残っていた。
・業務連絡や内線電話で呼び出され、途中にお客さんの対応で遅くなると執拗に文句を言われる。
・タバコの煙を顔に吹きつけながら、「分かってんのかよう！」と、スネを5～6発蹴りつけ、肩

を身体にぶつけてくる。
2005年3月20日　希死念慮にかられ、手持ちのうつ病の薬200錠程飲み自殺未遂。
2005年3月30日　主任のパワハラ行為を店長に文書で抗議する。父子で会社へ出向き頭を下げられ

るも、具体的な行為の指摘に対しては「憶えていません」を繰り返し、誠意のない謝罪のみ。
2005年6月21日　労働局で、あっせん委員より抗議した内容に対し会社側の反論を伝えられる。
　・「新入社員教育の範囲内でのことで、労災事故が起きると悪いから厳しくなる」
　・「試用期間中だから、休業補償をしない、慰謝料、謝罪金等の名目では支払わない」
　・「かわいそうだから見舞金20万円は支払う」
　・「謝罪文は書かせられない」
2005年8月2日　基本的人権侵害と新入社員教育の範囲の行為との違い」について取締役に問い合わ
　　せるも十分な返答はない。その後、自室で「調停不和にも関わらず紛争について対応する気がな
　　いと分かった。（略）絶望した。」と遺書を記す。
2005年8月3日  8時30分　 職場であるホームセンターで購入してあった強力な除草剤を飲む。
　　　　　　　 16時52分　搬送先の病院で亡くなる。両親で看取る。

◆どのような生涯だったと思われますか。いま振り返って思われることはどんなことですか。
　本人が残したノートには「あいつにも家族がいるだろう。親がいるだろう。殺されたらかなしむだ
ろう。我家もそれは同じだから、あいつを殺せば犯罪者になり、オレの家族に迷惑をかける。心身症
が激しくて、とても耐えられません。無理です。ごめんなさい。自殺を決意してわかったこと、家族
を愛していた。死ぬほうが私にとって楽になります。理解できないだろうけど。ごめんなさい。」と
書いてあった。主任を「殺したい」と思うほど辛く苦しい中で、主任の家族のことまでも考えていた
息子を私たちは誇りに思う。

語り手　玉橋　計治（父）

◆お名前　藤 本 紀 子 (フジモト ノリコ)  享年48歳
略　歴
1952年2月7日  秋田県秋田市に生まれる。
　　　　　　　　秋田県内の 大学を卒業。
　　　　　　　　埼玉県の小学校の教員になる。
1979年　　　　  結婚。大宮市(現さいたま市)で生活
1991年       　　   次男を出産
1997年　　　　  うつ病を発症し、仕事を休職する
2000年2月14日　さいたま市内の自宅の押入れの中 
　　　　　　　   で首を吊って亡くなる

語り手　藤本　佳史（息子）
◆人柄
　長男や長女が小学校の時には、テ
ストの成績が良くないと声を大にし
て怒りながら夜中まで勉強をさせる
ほど、教育に厳しく、妥協を許さない
性格だった。夫の仕事が忙しくて帰り
が遅かった時期には「離婚してやる」
と言い出し、夫にも食事を出さないな
ど、感情的になりやすい面があった。
また、仕事に対しては一途で深夜まで
教材準備をするなど、真面目であった
し、休みの日には子どもを遊びに連れ
て行くような優しい面も多かった。

◆「死」に追い詰められた状況と経緯
1991年 〜　39歳で次男を出産。週末には率先して車を運転し、次男を公園で遊ばせるために家族で
出かけたりしていた。次男が3歳になっても単語が話せない、5歳になっても排泄が上手くできな
いことなど、子育てへの悩みを持ち始め、気分の浮き沈みも見られた。

1997年～　次男が6歳の時には「この子を殺して私も死ぬ」といったことを口にする。仕事や家事
が手に付かなくなり、平成9年8月には次男を知的障害児施設に入所させる。母は次男の『重度知
的障害』という現実、「どうしてこんな場所に入れてしまったのだろう」と施設入所への負い目な
ど何度も父に語ることもあった。

　　また、「クラスの子供たちを見てるとたまらない気分になる。あの子たちは○○（次男）とは違
って言葉も話せるし、教えれば勉強もできるから」 と、どうしても比較してしまい、次男の障害を
強く意識させられてしまうと悩み嘆いていた。同時に、仕事も休職し、精神科から処方された薬を
飲みながら、治療と休養をとった。

1999年12月　次男の施設の保護者会などには父と二人で入所当時から欠かさず参加していた。また、
クリスマス会には母がこっそり一人で施設に顔を出すなど、優しい母性的な感覚も確かに残ってい
た。

2000年1月下旬　「仕事に復帰したい」という思いから職場に戻る。しかし、上司は母を復帰したそ
の日から毎日1時間近くも、職員室に残し、説教をしていたという。そんな中、いざ教室に行って
も児童たちの前に立ち続けられないこと、執拗に上司が説教すること、同僚のサポートが十分に受
けられないこと等で、辛く苦しいと家で泣いていた。復帰して1週間ほどで再び職場に行けなくな
り、精神状態はさらに悪化した。

2000年2月14日　職場に再び行けなくなり、約2週間後。私が外出したのを見送った後、自分しか
いない家の押入れの中で首を吊って自殺した。遺書はなかった。

◆どのような生涯だったと思われますか。いま振り返って思われることはどんなことですか。
　性格が一途すぎたために、自分の子供が重度の知的障害である事実を受容できなかったのかもしれ
ません。亡くなる数日前から、「死にたい」と家族や精神科医にも訴えていました。それなのに「や
っぱり死なないよ」との母の言葉もあり、家族は真剣に受け止めていませんでした。母が職場復帰し
た時も「また次の機会に復帰できればいいよ。」「どんない辛くても絶対に死んじゃダメだよ」という
風に声をかけるだけで、具体的に何かをしてあげようとはしませんでした。また、仮に母の上司がう
つ病や自殺の危険性を少しでも認識できていたら、結果は違っていたのかもしれない。後悔や怒りは
今でも消えません。ただ、どれだけ後悔しても、母が生き返ってくれるわけでもなく、記憶の中の母
と向き合いながら生きていくしかありません。人と人との温かいつながりがこれからの人の命を救う
ことを願います。

自
死
者
の

メ
ッ
セ
ー
ジ

◆お名前　南 部 攻 一（ナンブ コウイチ）　享年58歳
略　歴
1945年 10月　京都府生まれ　（疎開先）大阪育ち
1969年  3月　北海道大学中退
1969年  4月　××株式会社入社
1981年 11月　結婚
1987年  4月　会社倒産
1988年  4月　○○建設本社入社
1991年  7月　起業した社長に誘われ転職
1993年 11月～2004年（11年間）　横浜に単身赴任
2004年  2月　新婚当時住んでいた奈良県大和郡山市
　　　　　　  で 電車に飛び込む

語り手　南部　節子（妻）

◆人柄　まじめで几帳面、本音は語らないが、他人への気遣いができ、不器用で頑固なところはあった。へ
ビースモーカーで、お酒が入ると歌や踊りを楽しみ、お酒による武勇伝は、一冊の本になる位であり頼もし
い人だった。また、子どもが小さいころは主人を「おとぼう」と呼ばせたり、クイズ番組の正解率が高いこと
等が自慢であった。中学の頃から頭痛もちで欠席も多かった。昆虫好きの優しい人だった。

◆どのような生涯だったと思われますか。いま振り返って思われることはどんなことですか。
「仕事ができない。全くできない、ごめんなさい、かんにん、私はスカ（はずれの意）、ごめんなさい、
かんにん、ごめんなさい……」を20回程、会社の住所録の裏に書き遺してあった。単身赴任の孤独の中
で、今までのように仕事もできず次第に追い詰められ、家族を守るためにも、会社を辞めることはでき
なかったのか、それはプライドだったのだろうか。日常の目前のことに追われ、意思の疎通を図れなか
ったことを一番悔やまれる。もっともっと本音を引き出せるように無理にでも話を聞けばよかったと思
う。でもこれからは、姿は見えずともいつも私のそばにいて、相談にのってくれたり、どこへ行くのも
一緒だと思っている。

＊
会
場
に
展
示
し
た
パ
ネ
ル
の
一
部
を
ご
遺
族
の
了
解
を
得
て
再
現
し
ま
し
た
（
禁
転
載
）
解
説
８
面
に
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自
殺
で
大
切
な
人
を
亡
く
し
た
ご
遺

族
の
み
な
さ
ま
に
「
自
死
者
の
生
き
た

軌
跡
」
や
「
死
に
追
い
つ
め
ら
れ
た
状
況

と
経
緯
」
を
語
っ
て
い
た
だ
き
、
パ
ネ
ル

に
し
て
当
日
の
会
場
ロ
ビ
ー
で
展
示
を

し
た
い
と
考
え
ま
し
た
。

　

そ
の
ね
ら
い
は
、
自
殺
で
亡
く
な
ら

れ
た
方
は
決
し
て
「
特
異
な
存
在
」
な
わ

け
で
は
な
い
こ
と
、
私
た
ち
と
同
じ
日

常
を
生
き
て
い
る
人
た
ち
が
、
い
ま
数

多
く
自
殺
に
追
い
詰
め
ら
れ
て
い
っ
て

い
る
の
だ
と
い
う
こ
と
を
伝
え
て
い
き

た
い
と
考
え
た
か
ら
で
す
。

　

自
殺
を
個
人
の
問
題
と
し
て
だ
け
な

く
、「
自
殺
す
る
個
人
を
取
り
巻
く
社

会
」
に
関
わ
る
問
題
と
し
て
と
ら
え
、
総

合
的
な
自
殺
対
策
を
実
践
し
て
い
く
上

で
、「
こ
の
現
実
」
か
ら
目
を
そ
む
け
ず

に
、〈
自
死
者
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
〉
に
ひ
と

り
で
も
多
く
の
人
に
耳
を
傾
け
、
一
人

一
人
が
自
分
に
は
何
が

で
き
る
の
か
を
自
分
の

身
に
ひ
き
つ
け
て
考
え

る
重
要
な
機
会
に
な
れ

ば
と
願
っ
て
の
こ
と
で

す
。

　

ま
た
、
こ
の
試
み
は
、
自
殺
の
な
い

「
生
き
心
地
の
良
い
社
会
」
を
築
く
た
め

に
、
自
殺
で
亡
く
な
っ
た
人
た
ち
の
実

態
を
明
ら
か
に
し
、
社
会
的
な
自
殺
総

合
対
策
に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
を
主
目

的
と
す
る
「　

〝
１
０
０
０
人
の
声
な
き

声
〟 

に
耳
を
傾
け
る
調
査
」
に
つ
な
が

る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た

5

名
の
方
の
中
か
ら
、
紙
面
の
都
合
で

3

名
の
方
を
選
ば
せ
て
い
た
だ
き
、
ご

遺
族
の
方
の
ご
了
解
を
得
て
、
掲
載
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

に
「
自
殺
実
態
の
全
容
解
明
」
が
図
れ
る

よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
で
す
。（
警
察

統
計
に
よ
っ
て
「
自
殺
の
傾
向
」
が
分

か
り
、
１
０
０
０
人
調
査
に
よ
っ
て
そ

れ
ぞ
れ
の
「
自
殺
の
傾
向
」
に
お
け
る

「
個
々
の
詳
細
」
が
分
か
る
よ
う
に
な
っ

て
い
る
の
で
す
。
）

　

ま
た
、
調
査
対
象
と
な
る
自
死
遺
族

は
、
自
殺
対
策
の
立
案
に
参
画
す
る
「
調

査
参
加
者
」
で
あ
り
、
私
た
ち
は
「
協
力

者
」
と
い
う
捉
え
方
を
し
て
い
ま
せ
ん
。

ご
遺
族
の
持
つ
「
回
復
力
・
分
ち
合
う
チ

カ
ラ
」
を
信
じ
て
、
み
ん
な
で
一
体
と
な

っ
て
対
策
を
作
り
上
げ
て
い
こ
う
と
考

え
て
い
る
の
で
す
。

　

私
た
ち
の
こ
れ
ま
で
の
自
死
遺
族
支

援
に
お
け
る
経
験
か
ら
、「
ご
遺
族
の
多

く
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
体
験
を
語
り
紡
ぐ

中
で
、
自
ら
の
体
験
を
社
会
化
さ
せ
て

い
く
、
自
ら
の
体
験
に
社
会
的
な
意
味

を
見
出
し
て
い
く
」
こ
と
が
分
か
っ
て

い
ま
す
。
そ
し
て
そ
れ
は
、
そ
れ
ぞ
れ

の
方
の
回
復
に
つ
な
が
る
も
の
で
も
あ

り
、
そ
の
意
味
で
「
１
０
０
０
人
調
査
」

と
「
遺
族
支
援
」
と
は
一
体
と
な
る
も
の

で
も
あ
る
の
で
す
。

　

ま
た
１
０
０
０
人
調
査
で
は
、
全
国

各
地
で
「
自
死
遺
族
の
つ
ど
い
」
を
運
営

し
て
い
る
団
体
等
と
も
連
携
し
て
い
き

ま
す
。
実
態
調
査
（
直
接
的
ア
プ
ロ
ー

チ
）
と
遺
族
ケ
ア
（
調
査
後
フ
ォ
ロ
ー
）

を
包
括
的
に
実
施
し
て
い
く
た
め
に

も
、
ま
た
三
次
調
査
（
自
死
遺
族
の
生
活

実
態
や
課
題
の
把
握
）
を
速
や
か
に
自

死
遺
族
支
援
の
充
実
に
つ
な
げ
て
い
く

た
め
に
も
、
よ
り
多
く
の
団
体
と
連
携

し
な
が
ら
進
め
て
い
こ
う
と
考
え
て
い

ま
す
。

　
〝
声
な
き
声
〟
　

を
か
た
ち
に

「
遺
族
語
る
」
を
企
画
し
て　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
担
当　

福
山
な
お
み

　

ラ
イ
フ
リ
ン
ク
が
企
画
し
て
い
る

「 

〝
１
０
０
０
人
の
声
な
き
声
〟
　
　

に
耳

を
傾
け
る
調
査
〜
社
会
的
な
総
合
対
策

立
案
の
た
め
の
自
殺
実
態
調
査
〜
」
は
、

自
殺
の
な
い
「
生
き
心
地
の
良
い
社
会
」

を
築
く
た
め
に
、
自
殺
で
亡
く
な
ら
れ

た
１
０
０
０
人
の　

〝
声
な
き
声
〟

 

に
耳

を
傾
け
る
こ
と
で
自
殺
の
実
態
を
明
ら

か
に
し
、
社
会
的
な
総
合
対
策
の
立
案

に
つ
な
げ
て
い
く
た
め
の
調
査
で
す
。

　

最
大
の
特
徴
は
、「
実
践
的
な
自
殺
対

策
の
立
案
か
つ
実
現
」
を
第
一
の
目
的

と
し
た
社
会
的
調
査
で
あ
る
と
い
う
こ

と
。
そ
し
て
、
他
分
野
の
専
門
家
や
ご
遺

族
と
連
携
を
し
て
、
み
ん
な
で
作
り
上

げ
て
い
く
調
査
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で

す
。

　

「
死
か
ら
学
ぶ
」
と
い
う
謙
虚
な
姿
勢

で
、
自
殺
で
亡
く
な
っ
た
人
た
ち
の

 

〝
声
〟
　
　

か
ら
い
の
ち
の
あ
り
方
」
を
見
つ

め
直
し
、
こ
れ
か
ら
の
「
社
会
を
創
る
チ

カ
ラ
」
を
得
て
い
こ
う
、
そ
う
考
え
て
い

る
の
で
す
。
具
体
的
に
は
、
自
殺
で
亡
く

な
っ
た
方
た
ち
の
、
①

自
殺
の
社
会
的

背
景
・
社
会
的
要
因
、
②

自
殺
に
追
い

込
ま
れ
る
心
理
的
プ
ロ
セ
ス
、
③

自
殺

の
直
前
行
動
を
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ご
遺
族

の
方
た
ち
に
よ
る
「
語
り
」
と
故
人
が
遺

し
た
「
手
記
」
な
ど
か
ら
明
ら
か
に
し
て

い
き
ま
す
。

　

ま
た
調
査
は
、
大
き
く
３
つ
の
段
階

に
分
け
て
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

　

一
次
調
査
で
は
、
自
殺
要
因
の
分
類

お
よ
び
把
握
（
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
）
を
行

い
ま
す
。
ご
遺
族
が
自
由
に
物
語
れ
る

よ
う
に
し
て
、
信
頼
関
係
を
築
き
な
が

ら
進
め
て
い
く
調
査
で
す
。

　

二
次
調
査
で
は
、
一
次
調
査
に
よ
っ

て
分
類
さ
れ
た
自
殺
の
要
因
に
関
連
し

て
、
専
門
家
と
協
力
し
て
作
成
し
た
質

問
項
目
に
従
っ
て
、
よ
り
詳
細
な
情
報

を
聞
い
て
い
き
ま
す
。

　

さ
ら
に
三
次
調
査
で
は
、
自
死
遺
族

の
生
活
状
況
、
心
理
状
況
、
必
要
と
し
て

い
る
支
援
等
に
つ
い
て
、
実
態
把
握
を

深
め
て
い
き
ま
す
。
ご
遺
族
が
課
題
を

抱
え
て
い
る
時
は
、
た
だ
聞
き
っ
ぱ
な

し
に
す
る
の
で
は
な
く
、
そ
の
場
で
迅

速
に
「
自
死
遺
族
支
援

24

時
間
ダ
イ
ヤ

ル
」
な
ど
に
も
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。

　

調
査
項
目
は
、
各
分
野
の
専
門
家
と

協
力
し
な
が
ら
、
警
察
の
「
自
殺
者
統

計
」
と
連
動
さ
せ
た
形
で
作
成
し
て
あ

り
ま
す
。
本
調
査
が
す
べ
て
終
了
し
た

後
に
、
警
察
が
行
っ
て
い
る
調
査
の
結

果
と
重
ね
合
わ
せ
る
こ
と
で
、
速
や
か

 

〝
１
０
０
０
人
の
声
〟
　

聞
く
実
態
調
査

遺
族
の 

「
参
加
」

 

で
社
会
的
対
策
立
案
へ 

官
民
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

ロビーでの展示に見入る参加者たち
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長
崎
で
分
ち
合
い
の
会
を
始
め
て
1

年
、
参
加
し
て
い
る
ご
遺
族
と
「
同
じ

よ
う
に
辛
い
想
い
を
す
る
人
は
減
っ
て

欲
し
い
で
す
ね
。
」
と
語
る
よ
う
な
り
、

「
私
の
体
験
が
何
か
社
会
に
活
か
せ
る

の
で
あ
れ
ば
、
調
査
に
参
加
し
た
い
」

と
ご
遺
族
か
ら
の
連
絡
も
あ
っ
た
。

　

こ
れ
ま
で
の
自
殺
に
関
す
る
調
査

や
研
究
は
、
研
究
者
に
よ
る
研
究
本

位
の
調
査
を
中
心
に
実
施
さ
れ
て
き
ま

し
た
。
特
に
、
う
つ
病
な
ど
の
精
神
科

疾
患
の
罹
患
の
観
点
か
ら
の
調
査
が
多

く
、
そ
の
た
め
社
会
的
な
自
殺
予
防
策

へ
は
十
分
に
活
か
さ
れ
な
い
現
状
に
あ

り
ま
し
た
。
し
か
し
、
研
究
本
位
の
調

査
だ
け
で
は
不
十
分
で
、
自
殺
の
実
態

に
即
し
た
有
効
な
予
防
策
を
実
施
す
る

た
め
に
は
、
自
殺
の
社
会
的
背
景
を
浮

き
彫
り
に
す
る
よ
う
な
対
策
本
位
の
調

査
が
求
め
ら
れ
て
い
る
は
ず
で
す
。

　

ま
た
、
ご
遺
族
を
中
心
に
調
査
を
進

め
る
中
で
は
、
ご
遺
族
へ
の
心
理
的
、

社
会
的
負
担
が
か
か
る
こ
と
も
予
想
さ

れ
、
実
態
調
査
を
す
る
上
で
は
、「
遺

族
支
援
」
が
一
体
不
可
分
の
も
の
と
し

て
取
り
組
む
べ
き
で
あ
る
と
考
え
ま

す
。
だ
か
ら
こ
そ
、
ご
遺
族
と
「
関
わ
る

こ
と
が
少
な
か
ら
ず
あ
る
現
場
の
支
援

者
が
中
心
に
な
り
、
調
査
と
遺
族
支
援

を
平
行
し
て
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え

ま
す
。
そ
し
て
、
自
殺
対
策
基
本
法
の
柱

の
ひ
と
つ
で
あ
り
な
が
ら
著
し
く
遅
れ

て
い
る
「
自
死
遺
族
支
援
」
の
あ
り
方
や

求
め
ら
れ
る
内
容
も
検
討
し
て
い
き
た

い
と
考
え
ま
す
。

　

無
念
な
思
い
を
抱
え
て
逝
っ
た
大
切

な
人
の
〝
声
な
き
声
〟
に
耳
を
傾
け
、

誰
も
自
殺
に
追
い
込
ま
れ
る
こ
と
の
な

い
「
生
き
心
地
の
良
い
社
会
」
へ
の
予
防

策
を
よ
り
多
く
の
ご
遺
族
と
一
緒
に
作

り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す

（
１
０
０
０
人
調
査
担
当　

山
口
和
浩
）

「
生
き
心
地
の
良
い
社
会
」
を

遺
族
と
一
緒
に
作
り
た
い

　

７
月

1

日
、
朝

5

時
半
。
私
は
会
場

と
な
る
東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト
近
く
の
有

明
ワ
シ
ン
ト
ン
ホ
テ
ル
に
向
か
う
タ
ク

シ
ー
の
中
に
い
た
。
本
来
で
あ
れ
ば
と

っ
く
に
チ
ェ
ッ
ク
イ
ン
を
済
ま
せ
て
眠

り
に
つ
い
て
い
る
は
ず
の
時
間
だ
が
、

事
務
所
で
行
っ
て
い
た
「
会
場
運
営
に

つ
い
て
の
最
終
確
認
作
業
」
に
時
間
を

取
ら
れ
、
一
睡
も
で
き
ぬ
ま
ま
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
の
朝
を
迎
え
て
し
ま
っ
た
。　

 

　

も
と
も
と
、
か
な
り
過
酷
な
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
に
な
る
こ
と
を
覚
悟
の
上
で

仕
掛
け
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
あ
っ
た

が
、
そ
れ
に
し
て
も
、
オ
ー
プ
ニ
ン
グ

の
「
主
催
者
代
表
あ
い
さ
つ
」
の
原
稿

も
、
急
き
ょ
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
に
盛
り
込

む
こ
と
を
決
め
た
「
全
国
キ
ャ
ラ
バ
ン

出
発
宣
言
」
の
演
出
方
法
も
、
こ
の
時

点
で
ま
だ
詰
め
切
れ
て
い
な
か
っ
た
。

　

タ
ク
シ
ー
に
揺
ら
れ
な
が
ら
、
焦
り

と
睡
魔
、
そ
れ
に
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
責

任
者
と
し
て
の
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
と
で
、

こ
ら
え
よ
う
の
な
い
吐

き
気
に
襲
わ
れ
た
。「
俺

は
一
体
こ
ん
な
と
こ
ろ
で
何
を
や
っ
て

い
る
の
だ
ろ
う
か
」
。
レ
イ
ン
ボ
ー
ブ

リ
ッ
ジ
の
上
か
ら
流
れ
て
見
え
る
都
心

の
風
景
に
、
ふ
と
そ
ん
な
こ
と
を
思
っ

た
。「
な
ぜ
俺
は
こ
ん
な
と
こ
ろ
に
い

る
の
だ
ろ
う
か
」
と
。

　

思
え
ば
、
２
０
０
４
年
の
秋
に
ラ
イ

フ
リ
ン
ク
を
設
立
し
て
か
ら
、
同
じ
よ

う
な
こ
と
を
繰
り
返
し
て
き
た
。
05

年

5

月
に
は
、
国
会
議
員
会
館
で
初
め
て

の
自
殺
対
策
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
、
当
時

の
厚
生
労
働
大
臣
ら
を
招
い
て
開
催
し

た
の
だ
が
、
や
は
り
今
回
と
同
様
に
、

精
神
的
に
も
肉
体
的
に
も
か
な
り
追
い

詰
め
ら
れ
な
が
ら
当
日
を
迎
え
る
こ
と

と
な
っ
た
。
議
員
会
館
の
食
堂
で
お
水

を
も
ら
い
、
誰
に
も
見
つ
か
ら
な
い
よ

う
に
し
て
、
生
ま
れ
て
は
じ
め
て
精
神

安
定
剤
な
る
も
の
を
飲
ん
だ
。

　

同
年
9
月
10
日
の
「
世
界
自
殺
予
防

デ
ー
」
に
は
、
日
本
で
初
め
て
の
関
連

イ
ベ
ン
ト
と
な
る
自
殺
対
策
緊
急
フ
ォ

ー
ラ
ム
を
、
W
H
O
（
世
界
保
健
機
関
）

の
後
援
を
受
け
て
開
催
し
た
。
こ
の
時

は
、
徹
夜
続
き
の
ま
ま
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
の
進
行
役
を
務
め
、
そ
の

翌
日
か
ら
３
日
間
ほ
ど
寝
込
ん
だ
。

　

さ
ら
に

06

年
４
月
に
は
、「
自
殺
対

策
の
法
制
化
を
求
め
る
３
万
人
署
名
」

を
全
国
に
展
開
し
、「
こ
こ
で
失
敗
し

た
ら
、
こ
れ
ま
で
積
み
重
ね
て
き
た
も

の
が
全
て
崩
れ
て
し
ま
う
」
と
、
や
は

り
強
烈
な
精
神
的
重
圧
の
中
で
、
署
名

提
出
ま
で
の
ひ
と
月
半
を
過
ご
し
た
。

今
年
５
月
の
「
自
殺
総
合
対
策
大
綱
案

へ
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
募
集
」
に

対
し
て
も
、
全
国

24

の
民
間
団
体
に
協

働
を
呼
び
か
け
て
、
政
府
に
「
数
値
目

標
の
見
直
し
」
を
迫
っ
た
の
だ
が
、
国

会
議
員
に
直
接
働
き
か
け
た
り
、
内
閣

府
と
決
裂
を
覚
悟
の
上
で
交
渉
を
続
け

た
り
、
や
は
り
消
耗
を
強
い
ら
れ
る
２

週
間
で
あ
っ
た
。

　

「
な
ぜ
俺
は
こ
ん
な
と
こ
ろ
に
い
る

の
か
」
。
何
度
と
な
く
直
面
し
て
き
た

こ
の
問
い
に
対
し
て
、
私
は
こ
れ
ま
で

苦
境
を
し
の
い
で
い
く
こ
と
で
、
そ
の

都
度
自
分
な
り
に
納
得
の
い
く
自
答
を

見
出
し
て
き
た
。
ひ
と

つ
ひ
と
つ
、
自
ら
設
定

し
た
ハ
ー
ド
ル
を
乗
り

越
え
て
い
く
毎
に
、
日

本
の
自
殺
対
策
が
確
実
に
前
進
し
て
い

く
の
を
実
感
し
な
が
ら
、
そ
の
こ
と
を

励
み
に
進
ん
で
き
た
の
で
あ
る
。

　

た
だ
今
回
は
、
そ
れ
が
違
っ
た
。
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
最
中
に
、「
こ
こ
」
に

自
分
が
い
る
理
由
が
お
ぼ
ろ
げ
な
が
ら

見
え
て
き
た
。
私
の
周
り
に
い
て
く
れ

る
仲
間
た
ち
の
存
在
の
中
に
、
そ
の

理
由
を
見
つ
け
た
よ
う
な
気
が
し
た
の

だ
。
決
し
て
私
は
ひ
と
り
で
は
な
い
。

そ
し
て
自
分
な
り
に
精
一
杯
歩
ん
で
き

た
か
ら
こ
そ
、
自
分
は
「
こ
こ
」
に
た

ど
り
着
い
た
の
だ
と
、
こ
う
し
た
人
間

関
係
の
中
に
た
ど
り
着
く
こ
と
が
で
き

た
の
だ
と
、
そ
う
思
え
る
よ
う
に
な
っ

た
の
で
あ
る
。

　

ま
だ
あ
ど
け
な
さ
が
残
る
年
齢
で
あ

り
な
が
ら
、
自
分
に
で
き
る
こ
と
を
精

一
杯
全
う
し
よ
う
と
し
て
い
る
桂
城
舞

ち
ゃ
ん
や
、
舞
ち
ゃ
ん
の
体
験
談
を
聞

い
て
目
を
真
っ
赤
に
し
な
が
ら
、「
よ

ー
し
」
と
言
っ
て
頬
を
二
度
叩
い
て
舞

台
に
飛
び
出
し
て
い
っ
た
町
永
キ
ャ
ス

タ
ー
。
こ
ん
な
で
き
の
悪
い
教
え
子
で

あ
る
私
の
こ
と
を
い
つ
も
自
慢
げ
に
語

っ
て
く
れ
る
姜
先
生
や
、
パ
ネ
ル
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
シ
ョ

ン
に
困
っ
て
い
る
と
き
助
け
船
を
出
し

て
く
れ
た
木
村
さ
ん
。
取
材
を
通
し
て

知
り
合
っ
て
か
ら
ず
っ
と
付
き
合
い
を

続
け
て
く
れ
て
い
る
自
死
遺
児
の
子
た

ち
や
、
キ
ャ
ラ
バ
ン
出
発
宣
言
を
高
ら

か
に
読
み
上
げ
た
西
原
さ
ん
。
名
前
を

書
き
き
れ
な
い
他
の
み
な
さ
ん
も
含
め

て
、
舞
台
の
袖
で
、
あ
る
い
は
壇
上
で
、

舞
台
裏
で
、
自
分
は
な
ん
と
温
か
い
人

た
ち
に
囲
ま
れ
て
い
る
の
か
と
感
謝
の

気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
に
な
っ
た
。

　

き
っ
と
豊
か
な
人
生
と
は
、
一
瞬
の

よ
ろ
こ
び
と
い
う
「
点
」
に
留
ま
る

の
で
は
な
く
、
ま
た
ひ
と
り
の
時
間
だ

け
で
完
結
す
る
「
線
」
に
留
ま
っ
て

し
ま
う
の
で
も
な
く
、
人
間
関
係
と
い

う
「
面
」
に
ま
で
開
い
て
い
け
る
も
の

で
あ
る
は
ず
。
こ
こ
に
い
る
こ
と
、
い

ら
れ
る
こ
と
の
意
味
を
噛
み
し
め
な
が

ら
、
こ
れ
か
ら
も
自
分
ら
し
く
生
き
て

い
こ
う
と
思
っ
た
７
月
１
日
だ
っ
た
。

私
が
こ
こ
に
い
る
理
由

官
民
合
同
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
終
え
て

ラ
イ
フ
リ
ン
ク
代
表

　
　

清
水　

康
之
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日
本
司
法
書
士
会
連
合
会
は
６
月

22

日
の
総
会
で
、「
多
重
債
務
者
救
済

を
積
極
的
に
推
進
す
る
決
議
」
を
採
択

し
た
。
こ
の
中
で
、
①
司
法
書
士
制
度

を
活
か
し
、
自
殺
総
合
対
策
大
綱
を
受

け
て
今
後
各
自
治
体
に
設
置
さ
れ
る
自

殺
総
合
対
策
担
当
部
署
と
多
重
債
務

者
相
談
窓
口
と
の
連
携
を
深
め
、
縦
割

り
行
政
に
陥
ら
ぬ
よ
う
、
官
民
一
体
と

な
っ
て
取
り
組
む
。
②
各
司
法
書
士
会

は
、
各
県
で
行
わ
れ
る
「
自
死
遺
族
支
援

全
国
キ
ャ
ラ
バ
ン
」
に
多
重
債
務
者
相

談
ブ
ー
ス
を
設
け
る
な
ど
で
積
極
的
に

参
加
す
る─

─

と
し
て
い
る
。
全
国
的

な
職
能
団
体
が
組
織
的
に
取
り
組
む
の

は
初
め
て
。

◆

７
・
01

官
民
合
同
シ
ン
ポ
に
ス
タ
ッ

フ
と
し
て
活
動
し
た
団
体

▽
内
閣
府
（
６
名
）
、
ラ
イ
フ
リ
ン
ク
（
多

数
）
▽
東
京
自
殺
防
止
セ
ン
タ
ー
（

11

名
）
▽
こ
こ
ろ
の
カ
フ
ェ
き
ょ
う
と
（
４

名
）
▽
自
死
遺
族
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

Ｒ
ｅ
（
２
名
）
▽
日
本
Ｎ
Ｐ
Ｏ
セ
ン
タ

ー
（
１
名
）
▽
佐
賀
ビ
ッ
グ
フ
ッ
ト
（
２

名
）
▽
日
本
財
団
（
３
名
）

全
国
キ
ャ
ラ
バ
ン
に
積
極
参
加

日
本
司
法
書
士
会
連
合
会
が
決
議

　

７
・
01

シ
ン
ポ
に
参
加
し
て

　

平
成

15

年
７
月
７
日
。
私
の
父
は
〝

自
死
〟
と
い
う
形
で
こ
の
世
を
去
り
ま

し
た
。
大
好
き
だ
っ
た
父
の
死
、
あ
ん
な

に
強
か
っ
た
父
が
選
ん
だ
〝
自
死
〟
と

い
う
道
。
４
年
前
の
私
に
は
そ
の
意
味

を
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し

た
。
自
分
が
父
に
や
さ
し
い
言
葉
を
か

け
て
い
れ
ば
父
は
死
な
な
か
っ
た
の
で

は
な
い
か
。
自
分
が
父
を
殺
し
た
の
で

は
な
い
か
。
父
が
乗
り
越

え
る
こ
と
の
で
き
な
か

っ
た
世
の
中
を
自
分
が

生
き
て
い
け
る
わ
け
が
な
い
。
答
え
の

な
い
問
い
に
頭
を
悩
ま
せ
て
は
、
自
分

自
身
を
見
失
い
、
自
分
が
な
ぜ
生
き
て

い
る
の
か
、
こ
れ
か
ら
ど
う
や
っ
て
生

き
て
い
け
ば
い
い
の
か
、
あ
の
頃
の
私

は
、
そ
ん
な
弱
い
自
分
が
嫌
い
で
仕
方

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

そ
ん
な
私
に
転
機
が
訪
れ
た
の
は
、

父
が
亡
く
な
っ
て
１
年
後
の
夏
。
あ
し

な
が
育
英
会
が
主
催
す
る
夏
の
集
い
に

参
加
し
た
こ
と
が
、
私
の
人
生
観
を
大

き
く
変
え
る
き
っ
か
け
と
な
り
ま
し

た
。
同
じ
よ
う
な
体
験
を
し
、
そ
れ
で

も
必
死
に
自
分
の
人
生
を
大
切
に
し
て

生
き
て
い
る
仲
間
の
存
在
。
自
分
と
同

じ
よ
う
に
生
き
る
意
味
を
見
失
っ
て
し

ま
っ
て
い
る
後
輩
の
存
在
。
そ
し
て
、

そ
ん
な
私
達
に
、
ど
う
に
か
し
て
生
き

て
い
る
こ
と
の
素
晴
ら
し
さ
を
伝
え
よ

う
と
影
で
応
援
し
、
支
え
て
く
れ
て
い

る
人
の
存
在
に
出
会
え
た
こ
と
、
そ
の

日
を
き
っ
か
け
に
私
の
視
野
は
大
き
く

広
が
っ
た
の
で
す
。

　

今
回
、
こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
参
加

し
よ
う
と
思
っ
た
の
も
そ
ん
な
人
達
の

支
え
が
あ
っ
た
か
ら
で
す
。
自
分
を
支

え
て
く
れ
て
い
る
人
達
、
そ
の
人
達
へ

の
恩
返
し
の
意
味
も
込
め
、
自
死
遺
族

と
し
て
だ
け
で
な
く
、
１
人
の
人
間
と

し
て
、
自
分
が
で
き
る
こ
と
に
精
一
杯

取
り
組
み
た
い
。
〝
自
死
〟
と
い
う
問

題
を
他
人
事
と
す
る
の
で
は
な
く
、
自

分
の
問
題
と
し
て
考
え
、
１
人
で
も
多

く
の
人
の
命
が
重
要
視
さ
れ
る
社
会
を

つ
く
っ
て
い
く
お
手
伝
い
が
し
た
い
。

　

そ
ん
な
想
い
で
迎
え
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
は
、
言
葉
で
は
言
い
表
せ
な
い
く
ら

い
本
当
に
素
晴
ら
し
い
も
の
で
し
た
。

た
く
さ
ん
の
人
の
温
か
い
空
気
の
中

で
、
時
代
が
変
わ
ろ
う
と
し
て
い
る
瞬

間
を
目
の
当
た
り
に
す
る
こ
と
が
で

き
、
〝
生
き
て
い
る
感
じ
〟
が
し
た
最

高
の
時
間
で
し
た
。

　

人
間
な
ら
誰
し
も
幸

せ
に
な
り
た
い
と
願
う

も
の
。
み
ん
な
が
生
き
心
地
の
良
い
社

会
に
な
る
こ
と
を
心
か
ら
願
っ
て
い
ま

す
。
私
も
自
分
が
で
き
る
こ
と
、
ま
ず
は

今
年
の
夏
、
九
州
・
阿
蘇
の
夏
の
つ
ど
い

で
、
総
合
司
会
と
し
て
先
頭
に
立
っ
て
、

私
と
同
じ
環
境
で
悩
ん
で
い
る
遺
児
高

校
生
た
ち
に
、
皆
さ
ん
の
想
い
を
、
〝
生

き
て
い
る
感
じ
〟
を
精
一
杯
伝
え
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
平
成

19

年

7

月　

桂
城　

舞
）

　

宮
崎
県
は
、
自
殺

率
が
全
国
で
毎
年

10

位
内
と
い
う
状
況
が

続
い
て
い
ま
す
。
自

殺
防
止
対
策
で
出
遅

れ
た
分
を
取
り
戻
す

べ
く
、
最
速
・
最
短
・

最
高
の
自
殺
防
止
活

動
を
実
践
し
よ
う
と

躍
起
で
す
。　

　

私
は
も
と
も
と

「
Ａ
Ｌ
Ｉ
Ｖ
Ｅ
」
と

い
う
精
神
障
害
者
の

就
労
支
援
を
行
う
民

間
団
体
で
働
い
て
き

ま
し
た
。
転
機
が
訪

れ
た
の
は
、
去
年
の

11

月

18

日
で
す
。
民

間
団
体
「
ヘ
ル
プ
ラ

イ
ン
い
の
ち
」
の
主
催
す
る
フ
ォ
ー
ラ

ム
に
、
ラ
イ
フ
リ
ン
ク
の
清
水
代
表
と

藤
澤
事
務
局
長
が
講
演
に
来
て
く
だ
さ

り
、
つ
な
が
り
が
で
き
た
の
で
す
。
ラ

イ
フ
リ
ン
ク
さ
ん
に
相
談
し
た
と
こ

ろ
、
今
年
１
月

13

日
に
開
催
の
講
演
会

の
講
師
と
し
て
宮
崎
に
来
ら
れ
る
東
京

自
殺
防
止
セ
ン
タ
ー
の
西
原
由
記
子
さ

ん
に
直
接
話
し
を
し
て
み
て
は
と
の
ア

ド
バ
イ
ス
を
も
ら
っ
た
の
で
す
。

　

西
原
さ
ん
と
お
話
を
し
て
す
ぐ
に

「
ま
さ
に
こ
れ
だ
！
」
と
い
う
直
感
が
走

っ
た
の
で
す
。
自
殺
防
止
セ
ン
タ
ー
の

や
り
か
た
（
国
際
ビ
フ
レ
ン
ダ
ー
ズ
流
）

に
則
っ
て
、
自
殺
し
た
い
ほ
ど
苦
し
ん

で
い
る
人
の
気
持
ち
に
寄
り
添
う
電
話

相
談
を
す
る
、
場
合
に
よ
っ
て
は
面
談

も
直
接
訪
問
も
行
う
、
自
死
遺
族
の
つ

ど
い
を
開
催
す
る
、
と
い
っ
た
包
括
的

な
自
殺
対
策
活
動
を
展
開
す
る
ビ
ジ
ョ

ン
こ
そ
が
、
私
た
ち
民
間
団
体
有
志
の

願
い
だ
っ
た
の
で
す
。

　

そ
れ
か
ら
は
、
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
し

て
事
が
進
み
ま
し
た
。
ま
ず
は
相
談
員

の
募
集
で
す
。
県
の
方
に
も
協
力
し
て

い
た
だ
い
て
、
第
１
期
生

17

名
が
集
ま

り
、
隔
週
の
土
日
に
、
わ
ざ
わ
ざ
東
京

か
ら
西
原
さ
ん
ご
夫
妻
に
来
て
い
た
だ

き
、
５
月
ま
で
に

10

回
の
基
礎
研
修
を

受
け
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

４
月

28

日
に
は
念
願
の
事
務
所
開

き
、
６
月

13

日
に
は
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本

か
ら
電
話
機
材
一
式
の
無
償
提
供
の
贈

呈
式
が
県
庁
の
福
祉
保
健
部
長
室
で
行

わ
れ
ま
し
た
。
行
政
と
企
業
と
民
間
団

体
が
コ
ラ
ボ
レ
ー
ト
し
て
、
自
殺
予
防

電
話
相
談
が
、
最
速
最
短
で
始
め
ら
れ

ま
し
た
。
相
談
員
２
期
生
の
研
修
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
も
組
ま
れ
、
１
期
生
中
心
に

仕
上
げ
の
ス
ー
パ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
研
修
も

始
ま
り
、
10

月
の
本
格
始
動
に
向
け
た

最
終
準
備
に
入
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。
ま

ず
電
話
相
談
か
ら
始
め
て
、
徐
々
に
活

動
の
枠
を
広
げ
て
い
く
つ
も
り
で
す
。

　

さ
て
、
宮
崎
の
９
月
は
熱
く
な
り
そ

う
で
す
。
８
日
（
土
）
に
は
「
全
国
キ
ャ

ラ
バ
ン
」
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
開
催
さ
れ
、

私
た
ち
も
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
の
一

員
と
し
て
参
加
し
ま
す
。
15

日
（
土
）
～

17

日
の
３
日
間
は
、
東
京
自
殺
防
止
セ

ン
タ
ー
主
催
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
「
あ

な
た
も
で
き
る
自
殺
防
止
相
談
活
動
の

実
際

in 

南
九
州
・
宮
崎
」
が
宮
崎
市
内

で
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

「
新
し
い
つ
な
が
り
が
、
新
し
い
解

決
力
を
生
む
。
」
を
実
感
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。（
宮
崎
自
殺
防
止
セ
ン
タ

ー
所
長　

甲
斐　

妙
子
）

宮崎に「自殺防止センター」

全国３番目、スピード設立

 

〝
生
き
て
い
る
感
じ
〟
し
た
時
間
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東
京
自
殺
防
止
セ
ン
タ
ー
は
、
自
殺

を
考
え
て
い
る
人
々
、
苦
悩
状
態
に
あ

る
人
々
に
感
情
的
な
支
え
を
提
供
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
た
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

団
体
で
す
。

　

活
動
の
基
本
は
「
ビ
フ
レ
ン
デ
ィ
ン

グ
」
と
い
っ
て
、「
友
だ
ち
に
な
る
、

味
方
に
な
る
」
と
い
っ
た
姿
勢
に
あ
り

ま
す
。
こ
の
「
ビ
フ
レ
ン
デ
ィ
ン
グ
」

に
よ
っ
て
、
自
殺
を
考
え
る
ほ
ど
絶
望

し
て
い
る
人
々
の
訴
え
に
耳
を
傾
け
、

気
持
ち
に
寄
り
添
う
の
で
す
。
自
殺
防

止
の
た
め
に
は
、
孤
立
無
援
状
態
の
人

を
見
捨
て
な
い
で
、
傍
に
居
続
け
る
こ

と
が
重
要
で
あ
り
、
そ
の
人
に
正
直
に

付
き
合
う
こ
と
が
大
切
だ
と
思
っ
て
い

ま
す
。

　

活
動
の
中
心
は
電
話
相
談
で
す
。
毎

日
休
む
こ
と
な
く
夜
8
時
か
ら
翌
朝
6

時
ま
で
の

10

時
間
、
訓
練
を
受
け
た
相

談
員
が
交
代
制
で
応
対
し
て
い
ま
す
。

自
殺
に
ま
で
追
い
込
ま
れ
る
人
た
ち
の

夜
は
特
に
深
刻
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す

か
ら
、
夜
中
の
相
談
活
動
の
充
実
を
図

っ
て
い
ま
す
。
夜
中
じ
ゅ
う
電
話
回
線

は
一
晩
中
ほ
と
ん
ど
塞
が
っ
て
い
る
状

態
で
す
。

　

さ
ら
に
、
電
話
だ
け
で
は
不
十
分
と

判
断
し
た
場
合
に
は
、
直
接
会
っ
て
面

談
す
る
こ
と
を
勧
め
ま
す
し
、
緊
急
性

が
あ
る
と
判
断
し
た
場
合
に
は
、
相
手

の
了
解
を
得
て
、
夜
中
で
あ
っ
て
も
タ

ク
シ
ー
を
飛
ば
し
て
そ
の
場
所
ま
で
駆

け
つ
け
る
、
と
い
っ
た
危
機
介
入
も
行

っ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
借
金
問
題
な
ど
の
社
会
的
要

因
が
あ
る
と
分
か
っ
た
と
き
は
、
ラ
イ

フ
リ
ン
ク
さ
ん
に
紹
介
し
て
も
ら
う
な

ど
し
て
、
そ
れ
を
専
門
的
に
解
決
し
て

く
れ
る
他
の
団
体
の
方
と
も
連
携
を
し

て
、
そ
の
人
を
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
す
る

よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
の
活
動
は
電
話
に
始
ま
り
、

必
要
に
応
じ
て
直
接
会
っ
て
話
を
聴

き
、
場
合
に
よ
っ
て
は
危
機
介
入
を
す

る
、
と
い
う
こ
と
を
し
て
い
ま
す
が
、

こ
こ
ま
で
や
ら
な
い
と
、
自
殺
を
考
え

て
い
る
人
を
支
え
る
こ
と
に
な
ら
な
い

と
思
っ
て
い
る
の
で
す
。
日
本
で
唯
一
、

私
た
ち
自
殺
防
止
セ
ン
タ
ー
だ
け
が
、

こ
う
い
っ
た
包
括
的
な
対
応
を
し
て
い

る
と
い
う
状
況
で
す
。

　

私
が
自
殺
防
止
セ
ン
タ
ー
を
創
設
し

た
の
は
、
実
は
１
９
７
８
年
の
こ
と
で

す
。今
か
ら
約
30
年
前
に
な
り
ま
す
が
、

「
関
西
い
の
ち
の
電
話
」
か
ら
独
立
し

て
、
大
阪
に
自
殺
防
止
セ
ン
タ
ー
を
創

設
し
た
の
で
す
。
活
動
を
電
話
に
限
定

せ
ず
、
面
接
、
訪
問
、
グ
ル
ー
プ
活
動

な
ど
、
や
る
べ
き
こ
と
で
、
で
き
る
こ

と
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し

た
。
東
京
に
も
自
殺
防
止
セ
ン
タ
ー
を

設
立
し
た
の
は
１
９
９
８
年
で
し
た
。

　

団
体
名
に
「
自
殺
」
と
い
う
文
字
を

入
れ
て
活
動
し
た
の
は
私
た
ち
が
初
め

て
だ
と
思
い
ま
す
。
私
た
ち
の
想
い

を
は
っ
き
り
分
か
っ
て
も
ら
う
た
め
に

「
自
殺
防
止
」
と
い
う
文
字
を
ど
う
し

て
も
入
れ
て
お
き
た
い
と
思
っ
た
の
で

す
。

　

仲
間
を
全
国
に
増
や
し
た
い
と
思

い
、
全
国
各
地
に
出
か
け
て
は
「
あ

な
た
に
も
で
き
る
自
殺
防
止
活
動
の
実

際
」
と
題
し
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
毎

年
開
催
し
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
に

山
梨
県
、
秋
田
県
、
福
井
県
な
ど
で
開

催
し
て
き
ま
し
た
が
、
今
年
は
宮
崎
県

で
９
月

15

～

17

日
に
開
催
し
ま
す
。

　

そ
の
宮
崎
県
で
は
、
自
殺
防
止
セ
ン

タ
ー
を
是
非
と
も
宮
崎
に
作
り
た
い
と

い
う
熱
心
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
が
い

て
、
そ
の
お
手
伝
い
を
さ
せ
て
も
ら
っ

て
い
ま
す
。
今
年
２
月
か
ら
隔
週
で
宮

崎
を
訪
れ
、
研
修
を
続
け
て
い
ま
す
。

大
阪
、
東
京
に
続
い
て
、
３
番
目
の
自

殺
防
止
セ
ン
タ
ー
が
こ
の
秋
に
オ
ー
プ

ン
す
る
予
定
で
す
。

　

私
た
ち
は
、
こ
の
よ
う
な
自
殺
念

慮
者
向
け
の
支
援
活
動
を
中
心
に
行

っ
て
い
る
の
で
す
が
、
そ
れ
以
外
に
も

さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
し
て
い
ま
す
。
自

殺
未
遂
者
や
予
備
軍
向
け
の
支
援
と
し

て
「
コ
ー
ヒ
ー
ハ
ウ
ス
」
と
い
う
名
前

の
サ
ロ
ン
を
毎
週
２
回
開
い
て
い
ま
す

し
、
自
殺
者
遺
族
の
た
め
、「
エ
バ
ー

グ
リ
ー
ン
の
集
い
」
と
い
う
分
か
ち
合

い
の
会
も
毎
月
１
回
開
い
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
今
年
は
、
自
殺
未
遂
者
を
支

援
す
る
活
動
も
始
め
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
自
殺
未
遂
者
に
必
要
な
の
は
、

失
敗
し
た
け
ど
生
き
て
い
こ
う
と
再
チ

ャ
レ
ン
ジ
す
る
安
全
な
「
場
」
の
存
在

だ
と
思
い
ま
す
の
で
、
そ
う
い
っ
た
プ

ロ
グ
ラ
ム
の
開
発
に
こ
れ
か
ら
取
り
組

む
と
こ
ろ
で
す
。

　

東
京
自
殺
防
止
セ
ン
タ
ー
で
は
相
談

員
を
年
３
回
募
集
し
て
い
ま
す
。
相
談

員
に
な
る
に
は
、
集
中
的
で
実
践
的
な

訓
練
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
受
け
認
定
さ
れ
る

必
要
が
あ
り
ま
す
が
、
前
提
と
な
る
資

格
等
は
一
切
あ
り
ま
せ
ん
。
詳
し
く
は

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
ご
確
認
下
さ
い
。

　

「
３
万
人
署
名
」
を
ラ
イ
フ
リ
ン
ク

さ
ん
と
一
緒
に
活
動
し
、
署
名
の
束
を

扇
千
景
参
議
院
議
長
に
渡
す
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
そ
れ
が
後
押
し
と
な
っ
て

自
殺
対
策
基
本
法
が
成
立
し
た
こ
と
を

嬉
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。
国
が
動
き
出

し
た
と
は
い
え
、
現
場
を
知
る
私
た
ち

民
間
団
体
こ
そ
が
、
こ
れ
か
ら
も
や
る

べ
き
こ
と
に
大
胆
に
取
り
組
ん
で
い
く

必
要
が
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

誰
も
死
に
た
く
て
死
ぬ
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
追
い
詰
め
ら
れ
て
生
き
る
場

を
失
っ
て
仕
方
な
く
死
ん
で
い
っ
て
い

る
の
で
す
。
誰
で
も
が
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
環
境
を
作
る
こ
と
が
私
た
ち
一

人
ひ
と
り
に
課
せ
ら
れ
た
課
題
で
す
か

ら
。　
　
　
　
　

（
西
原　

由
記
子
）

◆

東
京
自
殺
防
止
セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ

http://www1.odn.ne.jp/~ceq16010

特定非営利
活動法人 国際ビフレンダーズ

東京自殺防止センター

創設者　西原由記子さん

電
話
か
ら
危
機
介
入
ま
で 

  

〝
正
直
な
味
方
〟
に
な
っ
て活動はいつもご一緒の西原由記子さんと明さん
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２
０
０
０
年
の

年
明
け
、
九
州
佐

賀
駅
ち
か
く
の
と

ん
か
つ
屋
で
３
人

の
自
死
遺
児
と
向

き
合
っ
た
と
き
の

こ
と
を
今
で
も
忘
れ
な
い
。「
自
死
遺

児
だ
け
の
合
宿
を
し
た
ん
い
ん
だ
け

ど
」
と
そ
う
私
は
切
り
出
し
た
。

　

中
高
年
男
性
の
自
殺
者
急
増
は
そ
の

ま
ま
遺
さ
れ
る
自
死
遺
児
急
増
に
直
結

す
る
。
ど
の
よ
う
に
し
た
ら
力
に
な
る

こ
と
が
で
き
る
か
？　

遺
児
の
キ
ャ
ン

プ
を
企
画
す
る
私
は
途
方
に
く
れ
て
い

た
。
そ
し
て
出
し
た
結
論
は
、「
彼
ら

に
教
え
て
も
ら
お
う
」
と
い
う
こ
と
だ

っ
た
。

　

そ
の
提
案
に
、「
本
気
で
す
か
？
」

と
そ
う
私
に
は
聞
こ
え
た
よ
う
な
気
が

し
た
が
、
無
言
の
、
し
か
も
今
ま
で
に

体
験
し
た
こ
と
の
な
い
３
人
の
視
線
が

突
き
刺
さ
っ
た
。
そ
の
一
人
が
当
時
大

学
２
年
生
だ
っ
た
山
口
和
浩
さ
ん
だ
っ

た
。

　

本
気
で
す
か
？

　

自
死
遺
児
だ
け
で
語
り
合
う
こ
と
、

分
か
ち
合
う
こ
と
は
願
っ
て
も
な
い
こ

と
と
彼
ら
は
言
い
つ
つ
、
で
も
「
本
気

で
あ
な
た
は
ぼ
く
ら
に
向
き
合
お
う
と

し
て
い
る
の
か
？
」
そ
れ
を
聞
き
た
か

っ
た
の
だ
っ
た
と
少
し
後
に
な
っ
て
気

が
つ
い
た
。

　
　
　
　
　

◇

　

２
月
、
11

人
の
自
死
遺
児
が
つ
ど
っ

た
。
２
泊
３
日
語
り
あ
っ
た
。
泣
い
て
、

泣
い
て
、
泣
い
て
、
少
し
笑
っ
て
、
一

緒
に
ご
飯
を
食
べ
お
風
呂
に
入
り
、
川

に
字
に
寝
て
朝
を
迎
え
た
。
み
ん
な
少

し
力
が
湧
い
て
き
て
い
る
自
分
の
変
化

を
感
じ
た
。
こ
の
力
が
そ
の
後
い
ろ
ん

な
形
に
な
り
い
ろ
ん
な
人
に
つ
な
が

り
う
ね
り
と
な
っ
て
い
く
こ
と
に
な
る

と
は
彼
ら
も
私
も
想
像
だ
に
し
な
か
っ

た
。

　

４
月
に
小
冊
子
「
自
殺
っ
て
い
え
な

い
」
を
発
刊
（

12

万
部
ま
で
増
刷
）
。

自
死
遺
児
の
声
を
伝
え
る
シ
ン
ポ
ジ

ュ
ー
ム
を
各
地
で
開
催
。
01

年

10

月

N
H
K
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
現
代
「
お
父

さ
ん
死
な
な
い
で
」
放
送
。
12

月
小
泉

首
相
に
「
自
殺
防
止
の
提
言
」
を
陳
情
。

02

年

11

月
「
自
殺
っ
て
言
え
な
か
っ

た
。
」（
サ
ン
マ
ー
ク
出
版
）
発
刊
。
そ

し
て
全
国
各
地
で
体
験
談
を
語
っ
た
。

　

山
口
さ
ん
も
首
相
へ
の
陳
情
を
期
に

実
名
で
顔
を
出
し
、
自
殺
問
題
を
考
え

る
様
々
な
シ
ン
ポ
ジ
ュ
ー
ム
や
研
修
会

で
体
験
談
を
語
り
、
自
殺
対
策
基
本
法

制
定
の
た
め
の
署
名
活
動
も
し
た
。

　
　
　
　
　

◇

　

あ
れ
か
ら
７
年
が
過
ぎ
た
。
９
年
連

続
自
殺
者
３
万
と
な
っ
た
今
、
山
口
さ

ん
は
考
え
る
こ
と
が
あ
る
。

　

「
『
自
殺
っ
て
言
え
な
い
』
状
況
は
お

お
き
く
変
わ
り
ま
し
た
ね
。
遺
族
の
分

か
ち
合
い
の
場
も
少
し
ず
つ
増
え
て
き

て
い
ま
す
。
自
殺
対
策
基
本
法
も
で
き

て
そ
れ
を
ど
う
使
っ
て
い
く
か
が
求
め

ら
れ
る
と
こ
ろ
ま
で
き
ま
し
た
」
。

　

「
も
っ
と
も
っ
と
自
殺
を
い
ろ
ん
な

人
に
と
っ
て
『
語
る
こ
と
の
で
き
る
死
』

に
し
て
い
く
こ
と
が
大
事
だ
と
強
く
思

い
ま
す
」
。

　

「
遺
さ
れ
た
子
ど
も
の
一
人
と
し
て

一
人
で
も
多
く
の
遺
族
の
方
々
に
『
語

れ
る
遺
族
』
に
な
っ
て
欲
し
い
。
今
ま

で
語
ら
れ
る
こ
と
の
な
か
っ
た
と
こ
ろ

に
光
を
あ
て
そ
れ
を
社
会
に
届
け
る
こ

と
。
そ
う
す
る
こ
と
で
し
か
偏
見
は
な

か
な
か
変
わ
ら
な
い
と
い
う
こ
と
を
僕

も
体
験
し
て
き
た
か
ら
で
す
。
沈
黙
の

悲
し
み
と
い
わ
れ
る
こ
と
の
あ
る
自
死

遺
族
の
体
験
を
沈
黙
の
ま
ま
で
終
わ
ら

せ
な
い
。
そ
う
す
る
こ
と
で
追
い
詰
め

ら
れ
て
亡
く
な
っ
た
方
の
苦
し
さ
や
追

い
詰
め
ら
れ
た
プ
ロ
セ
ス
も
明
ら
か
に

な
っ
て
い
く
か
ら
で
す
」
。

　

山
口
さ
ん
は
必
ず
し
も
顔
を
名
前

を
出
す
こ
と
を
求
め
て
い
る
の
で
は
な

い
。
い
ろ
ん
な
形
で
自
分
の
言
葉
で
語

る
こ
と
が
大
事
だ
と
い
い
た
い
の
だ
。

　

「
僕
も
語
る
こ
と
で
、『
遺
族
』
と
ひ

と
く
く
り
に
出
来
な
い
、
こ
の
社
会
に

生
き
る
一
人
の
人
間
と
し
て
の
側
面
も

あ
る
こ
と
に
も
気

づ
き
ま
し
た
。
ダ

メ
ー
ジ
は
と
て
つ

も
な
く
強
烈
で
し
た
が
残
っ
て
い
る
力

を
大
事
に
す
る
こ
と
を
学
び
ま
し
た
」
。

　

こ
の
５
月
か
ら
長
崎
の
職
場
を
１
年

間
休
職
し
て
ラ
イ
フ
リ
ン
ク
の
キ
ャ
ラ

バ
ン
の
中
心
メ
ン
バ
ー
と
し
て
仕
事
す

る
こ
と
に
な
っ
た
。
ひ
と
り
ひ
と
り
の

遺
族
に
は
ひ
と
り
ひ
と
り
の
痛
み
の
物

語
が
あ
る
。
そ
し
て
物
語
の
そ
の
先
に
、

「
死
か
ら
学
ん
だ
」
そ
れ
で
も
生
き
て

い
く
と
い
う
気
持
ち
、
新
し
い
ふ
れ
あ

い
、
こ
れ
ま
で
と
は
違
う
社
会
の
あ
り

よ
う
が
開
け
て
い
く
こ
と
を
彼
は
多
く

の
人
と
キ
ャ
ラ
バ
ン
を
通
じ
て
語
り
合

い
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

　
　
　
　
　

◇

　

06
年
４
月
自
死
遺
族
の
分
か
ち
合
い

の
会
R
e
（
ア
ー
ル
イ
ー
）
を
職
場
の

仲
間
と
立
ち
上
げ
た
。
月
１
回
の
分
か

ち
合
い
に
は
延
べ

80

人
が
つ
ど
っ
た
。

硬
か
っ
た
表
情
が
柔
ら
か
く
変
わ
っ
て

い
く
姿
、
笑
顔
が
出
て
く
る
瞬
間
の
妙

を
人
の
力
と
し
て
感
じ
て
い
る
。

　

昨
年
職
場
で
知
り
合
っ
た
真
智
子
さ

ん
と
結
婚
、
10

月
に
は
パ
パ
に
な
る
。

愛
妻
が
作
っ
て
く
れ
た
ト
リ
の
か
ら
揚

げ
を
子
ど
も
と
一
緒
に
お
い
し
そ
う
に

食
べ
る
ん
だ
ろ
う
な
～
！

　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
西
田　

正
弘
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

９
・
10

こ
と
し
も

フ
ォ
ー
ラ
ム
開
催

　

「
W
H
O
世
界
自
殺
予
防
デ
ー
」
で

あ
り
、
今
年
か
ら
始
ま
る
「
自
殺
予
防

週
間
」
の
初
日
で
も
あ
る

9

月

10

日
、

ラ
イ
フ
リ
ン
ク
が
主
催
す
る
自
殺
対
策

フ
ォ
ー
ラ
ム
を
今
年
も
開
催
し
ま
す
。

今
年
は
「
自
殺
実
態
調
査
」
に
焦
点
を

絞
っ
た
議
論
を
展
開
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
「
自
殺
予
防
週
間
」
の
期
間
中

に
は
、
ラ
イ
フ
リ
ン
ク
事
務
所
を
自
殺

対
策
関
係
者
の
交
流
の
場
と
し
て
公
開

し
、
さ
ら
に
最
終
日
と
な
る
9
月
16
日

に
は
「
地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
を
テ
ー

マ
に
し
た
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
す
る
予

定
で
も
あ
り
ま
す
。

　

詳
細
は
８
月
半
ば
ま
で
に
H
P
上
で

公
開
し
ま
す
。

「
沈
黙
の
悲
し
み
」
で
終
わ
ら
せ
な
い

自己他己 N
P
O
法
人
自
死
遺
族
支
援

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
R
e
代
表

山
口　

和
浩
さ
ん

家族と職場を離れ、キャラバンに奮闘する山口さん



自殺総合対策大綱（平成19年6月）

目　次

第１ はじめに

１.自殺をめぐる現状

２.自殺対策の基本認識 

<自殺は追い込まれた末の死>

<自殺は防ぐことができる>

<自殺を考えている人は悩みを抱え込みながらも

　サインを発している>　

第２ 自殺対策の基本的考え方

1.社会的要因も踏まえ総合的に取り組む

<社会的要因に対する働きかけ>

<うつ病の早期発見、早期治療> 

<自殺や精神疾患に対する偏見をなくす取組> 

<マスメディアの自主的な取組への期待> 

2.国民一人ひとりが自殺予防の主役となるよう取り

　　　　組む

3.自殺の事前予防、危機対応に加え未遂者や遺族等

　　　　への事後対応に取り組む

4.自殺を考えている人を関係者が連携して包括的に

　　　　支える

5.自殺の実態解明を進め、その成果に基づき施策を

　　　　展開する

6.中長期的視点に立って、継続的に進める 

第３ 世代別の自殺の特徴と自殺対策の方向

1.青少年

2.中高年

3.高齢者

第４ 自殺を予防するための当面の重点施策

1.自殺の実態を明らかにする

2.国民一人ひとりの気づきと見守りを促す

3.早期対応の中心的役割を果たす人材を養成する

4.心の健康づくりを進める  

5.適切な精神科医療を受けられるようにする

6.社会的な取組で自殺を防ぐ

7.自殺未遂者の再度の自殺を防ぐ

8.遺された人の苦痛を和らげる

9.民間団体との連携を強化する

第５ 自殺対策の数値目標

第６ 推進体制等

1.国における推進体制

2.地域における連携・協力の確保

3.施策の評価及び管理

4.大綱の見直し

自殺対策基本法に基づき政府が策定した（6月8日の閣議で決定）「自殺総合対策大綱」のうち、目次と特徴的な

項目を抜粋しました。　全文はライフリンクのＨＰから入手できます

　　　　　　　　　　http://www.lifelink.or.jp/hp/taikou.html

特徴的な項目（抜粋）

１－１ 自殺をめぐる現状

　人の「命」は何ものにも代えがたい。また、自殺は、

本人にとってこの上ない悲劇であるだけでなく、家族や

周りの人々に大きな悲しみと生活上の困難をもたらし、

社会全体にとっても大きな損失である。国を挙げて自殺

対策に取り組み、自殺を考えている人を一人でも多く救

うことによって、日本を「生きやすい社会」に変えてい

く必要がある。

１－２ 自殺対策の基本認識＜自殺は防ぐことができる＞

　世界保健機関が「自殺は、その多くが防ぐことのでき

る社会的な問題」であると明言しているように、自殺は

社会の努力で避けることのできる死であるというのが、

世界の共通認識となりつつある。

　すなわち、経済・生活問題、健康問題、家庭問題等自

殺の背景・原因となる様々な要因のうち、失業、倒産、

多重債務、長時間労働等の社会的要因については、制度、

慣行の見直しや相談・支援体制の整備という社会的な取

組により自殺を防ぐことが可能である。

４－２－１ 自殺予防週間の設定と啓発事業の実施

　自殺や精神疾患についての正しい知識の普及を図ると

ともに、これらに対する偏見をなくすため、９月１０目

の世界自殺予防デーに因んで、毎年、９月１０目からの

一週間を自殺予防週間として設定し、国、地方公共団体

が連携して､幅広い国民の参加による啓発活動を強力に

推進し、命の大切さとともに、自殺の危険を示すサイン

や危険に気づいたときの対応方法等について国民の理解

を促進する。

４－３－８ 遺族等に対応する公的機関の職員の資質の向上

　警察官、消防職員等に対して、適切な遺族対応等に関

する知識の普及を促進する。

４－８－１ 自殺者の遺族のための自助グループの運営支援

　精神保健福祉センターや保健所の保健師等による遺族

への相談体制を充実するとともに、遺族等のケアに関す

るガイドラインを作成することにより、地域における民

間団体が主催する自助グループ等の運営、相談機関の遺

族等への周知を支援する。

４－８－３ 遺族のためのパンフレットの作成・配布の促進

　遺族のための地方公共団体による各種相談窓口の一覧

表､民間団体の連絡先等を掲載したパンフレットの作成

と、遺族と接する機会の多い関孫機関等での配布を促進

する。

（裏面へ続く）　　

　ライフリンク通信　第7号　　　　 　　　　　2007年（平成19年）　7月30日 （付録1）

　　「自殺総合対策大綱」の内容（抜粋）付　録



　ライフリンク通信　第7号　　　　 　　　　　2007年（平成19年）　7月30日 （付録2）

４－９ 民間団体との連携を強化する

　自殺対策を進める上で、民間団体の活動は不可欠であ

る。宗教家、遺族やその支援者などが、ボランティアと

して参加している民間団体の相談活動などの取組は、多

くの自殺の危機にある人を援助している。国及び地域の

自殺対策において、このような民間団体の活動を明確に

位置づけること等により、民間団体の活動を支援する。

４－９－４ 民間団体の先駆的・試行的取組に対する支援

　地域における取組を推進するため、民間団体の実施す

る先駆的・試行的な自殺対策を支援する。

５ 自殺対策の数値目標

　平成２８年までに、平成１７年の自殺死亡率を２０％以

上減少させることを目標とする。

　なお、自殺対策の目的は、一人でも多くの自殺を考え

ている人を救うことであり、できるだけ早期に目標を達

成できるよう努めるものとし、目標が達成された場合は、

大綱の見直し期間にかかわらず、数値目標を見直すもの

とする。

　内閣府の「自殺総合対策の在り方検討会」で、議論の末に練り上げられた推進モデル図です。「自殺対策基本法」を

足掛かりにして、「生き心地の良い社会の実現」をどう目指すのかが、縦の時間軸で示されています。

　この推進モデル図を社会全体で共有し、みんなが連携して「社会作りとしての自殺総合対策」に取り組むことができ

るのか。私たち自身に突きつけられている課題です。

【自殺総合対策の推進モデル】

９月10日〜16日は「自殺予防週間」
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